
教
育
・
技
術
で
成
長
力
向
上
を

は
８
月
初
旬
、
日
朝
外
相
対

話
の
意
義
を
説
明
し
た
。

　

９
月
に
ロ
シ
ア
極
東
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ク
で
開
か
れ
る

「
東
方
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
は
、
北
朝
鮮
の
金
正
恩
朝

鮮
労
働
党
委
員
長
の
参
加
が

取
り
ざ
た
さ
れ
る
。
首
相
も

出
席
す
る
予
定
だ
。
日
朝
両

外
相
の
意
思
疎
通
を
通
じ
、

首
脳
会
談
の
実
現
可
能
性
を

高
め
る
の
が
首
相
サ
イ
ド
の

筋
書
き
と
み
ら
れ
る
。

　

首
相
が
「
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
会
談
」
を
強
く
意
識
す
る

の
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
主
催

す
る
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大

統
領
の
ほ
か
、
中
国
の
習
近

平
国
家
主
席
、
韓
国
の
文
在

寅
大
統
領
が
当
地
を
訪
れ
る

公
算
が
大
き
い
た
め
だ
。
こ

こ
に
金
氏
が
加
わ
れ
ば
、
金

氏
が
各
国
首
脳
と
会
談
す
る

の
は
確
実
。「
首
相
が
金
氏

　
【
共
同
】
茂
木
敏
充
経
済
再
生
担
当
相
は
３
日
、
２
０
１
８
年
度
の
年
次
経
済
財

政
報
告
（
経
済
財
政
白
書
）
を
閣
議
に
提
出
し
た
。
１
２
年
末
か
ら
約
５
年
半
に
及

ぶ
景
気
回
復
は
「
戦
後
最
長
に
迫
る
」
と
評
価
し
、
持
続
に
向
け
、
経
済
の
実
力
を

示
す
「
潜
在
成
長
率
」
の
引
き
上
げ
が
課
題
だ
と
し
た
。
経
済
成
長
の
制
約
と
な
る

人
手
不
足
の
悪
影
響
が
一
部
の
産
業
で
表
れ
て
い
る
と
警
戒
し
、
社
会
人
教
育
や
技

術
革
新
に
よ
る
生
産
性
向
上
が
重
要
だ
と
説
い
た
。

経
財
白
書
、
人
手
不
足
を
警
戒

の
外
」
に
置
か
れ
た
印
象
を

与
え
か
ね
な
い
と
の
警
戒
感

が
あ
る
。
米
国
や
中
国
な
ど

が
当
地
で
相
次
ぎ
北
朝
鮮
と

の
外
相
会
談
を
行
え
ば
、
日

本
の
孤
立
ぶ
り
が
際
立
つ
と

の
懸
念
も
漂
う
。

　
▽
環
境
整
備

　
「
安
倍
晋
三
首
相
は
ロ
シ

ア
で
の
日
朝
首
脳
会
談
を
視

野
に
入
れ
る
。
河
野
氏
の
取

り
組
み
は
、
そ
の
環
境
整
備

の
一
環
だ
」。
日
本
政
府
筋

　
【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
東
京

共
同
】
河
野
太
郎
外
相
が
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
連
合（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）

関
連
会
合
の
夕
食
会
の
際
、

北
朝
鮮
の
李
容
浩
外
相
と
接

触
し
た
。
日
本
人
拉
致
問
題

を
解
決
し
、
国
交
正
常
化
を

目
指
す
と
し
た
日
本
政
府
の

立
場
を
李
氏
に
伝
え
た
。
直

接
対
話
を
試
み
た
背
景
に

は
、
国
際
舞
台
で
北
朝
鮮
と

話
し
合
え
な
け
れ
ば
「
蚊
帳

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外
相
会
議

す
指
標
は
１
９
９
０
年
代
前

半
以
来
の
高
さ
に
な
り
、
運

輸
、
建
設
業
な
ど
で
業
務
縮

小
を
迫
ら
れ
た
例
が
出
て
い

る
と
報
告
。
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ

ト
に
定
型
的
な
仕
事
が
代
替

さ
れ
る
可
能
性
に
も
触
れ
、

人
材
の
質
を
高
め
る
学
び
直

し
や
、
柔
軟
な
働
き
方
を
認

め
る
改
革
を
唱
え
た
。
Ｉ
Ｔ

に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
も

鍵
を
握
る
と
し
た
。

　

物
価
は
「
デ
フ
レ
を
脱
却

し
、
安
定
的
な
上
昇
が
見
込

ま
れ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い

な
い
」と
し
た
。
消
費
も「
や

や
力
強
さ
に
欠
け
る
面
が
あ

る
」
と
認
め
、
企
業
に
一
段

の
賃
上
げ
を
促
し
た
。

　

日
本
企
業
は
情
報
通
信
網

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
や
技
術
で

リ
ー
ド
し
た
半
面
、
そ
れ
ら

を
生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
が
遅
れ
が
ち
な
問
題
点
を

指
摘
。
競
争
力
を
保
つ
上
で

新
技
術
の
実
用
化
や
研
究
開

発
の
国
際
的
な
連
携
が
急
が

景気回復「戦後最長迫る」

　
【
共
同
】
シ
ャ
ー
プ
は
３

気
に
な
る
米
朝
、
中
朝
会
談

河
野
氏
「
蚊
帳
の
外
」
警
戒

と
会
え
な
か
っ
た
場
合
、
日

本
は
完
全
に
蚊
帳
の
外
に

置
か
れ
る
」（
外
務
省
幹
部
）

の
は
間
違
い
な
い
。

　
▽
衆
人
環
視

　

日
米
中
韓
と
北
朝
鮮
の
外

相
が
集
う
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

会
合
に
つ
い
て
は
、
９
月
に

向
け
た
「
予
行
演
習
」（
官

邸
筋
）
と
位
置
付
け
る
声
も

あ
る
。
日
本
は
い
ず
れ
の
地

で
も
、
参
加
者
が
北
朝
鮮
関

係
者
と
の
対
話
に
関
心
を
寄

せ
る
中
で
、
開
催
困
難
な
日

朝
会
談
を
模
索
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
だ
。

　

衆
人
環
視
の
下
、
日
本
に

つ
れ
な
い
北
朝
鮮
の
外
相
に

ど
う
対
話
を
呼
び
掛
け
る

白
物
家
電
の
国
内
生
産
に
幕

シ
ャ
ー
プ
、
冷
蔵
庫
海
外
移
転

ア
ッ
プ
ル
、
時
価
総
額
１
兆
ド
ル

米
企
業
初
、
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
で

日
、
冷
蔵
庫
を
生
産
す
る
八

尾
工
場
（
大
阪
府
八
尾
市
）

の
稼
働
を
２
０
１
９
年
９
月

ま
で
に
終
え
、
白
物
家
電
の

国
内
生
産
か
ら
撤
退
す
る
と

発
表
し
た
。
親
会
社
の
鴻
海

精
密
工
業
の
拠
点
な
ど
を
活

用
で
き
る
海
外
生
産
に
切
り

替
え
コ
ス
ト
競
争
力
を
高
め

る
。
白
物
家
電
に
つ
い
て
は

国
内
は
商
品
企
画
や
研
究
開

発
に
専
念
す
る
。
栃
木
工
場

（
栃
木
県
矢
板
市
）
で
の
液

晶
テ
レ
ビ
の
生
産
も
１
８
年

中
に
取
り
や
め
る
。

　

液
晶
パ
ネ
ル
事
業
の
不

振
で
経
営
危
機
に
陥
っ
た

シ
ャ
ー
プ
は
１
６
年
８
月
に

鴻
海
の
傘
下
に
入
り
、
戴
正

呉
会
長
兼
社
長
が
徹
底
し
た

コ
ス
ト
削
減
な
ど
の
経
営
改

革
を
進
め
て
い
る
。
海
外
事

業
の
強
化
も
掲
げ
て
お
り
、

来ら
い

、
手し

ゅ

術じ
ゅ
つ

後ご

に
健け

ん

康こ
う

被ひ

害が
い

が

出で

た
、
術

じ
ゅ
つ

部ぶ

が
変へ

ん

形け
い

し
て
人ひ

と

前ま
え

に
出で

ら
れ
な
い
、
離り

婚こ
ん

し

た
、
命い

の
ち

を
落お

と
し
た
ま
で
、

次つ
ぎ

か
ら
次つ

ぎ

に
被ひ

害が
い

者し
ゃ

の
話は

な
し
が

出で

て
く
る
。
恥は

ず
か
し
く
て

人ひ
と

に
も
話は

な

せ
ず
、
泣な

き
寝ね

入い

り
し
て
い
る
人ひ

と

も
い
る
だ
ろ

う
か
ら
、
報ほ

う

じ
ら
れ
て
い
る

の
は
ほ
ん
の
一い

ち

部ぶ

の
は
ず
だ
▼

少し
ょ
う

量り
ょ
うな
ら
使つ

か

っ
て
も
良よ

い
が

大た
い

量り
ょ
うに
使つ

か

え
ば
危き

険け
ん

な
材ざ

い

料り
ょ
う

を
使つ

か

っ
た
り
、
工こ

う

業ぎ
ょ
う

用よ
う

の
シ

リ
コ
ン
を
使つ

か
っ
た
り
と
、
モ
ラ

ル
を
疑う

た
が
う
報ほ

う

道ど
う

に
眉ま

ゆ

を
ひ
そ

め
た
人ひ

と

も
多お

お

い
だ
ろ
う
。
だ

が
、
こ
の
手て

の
話は

な
し
の
被ひ

害が
い

者し
ゃ

は
、
美び

尻じ
り

や
豊ほ

う

胸き
ょ
うに
憧あ

こ
が
れ
る

女じ
ょ

性せ
い

だ
け
で
は
な
い
。「
た
く

ま
し
い
」
と
言い

わ
れ
た
く
て

必ひ
っ

死し

に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励は

げ

み
、
友ゆ

う

人じ
ん

と
出で

か
け
る
事こ

と

さ

え
な
く
な
っ
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト

レ
ー
ナ
ー
な
ど
の
話は

な
し
も
根ね

は

同お
な

じ
だ
▼
一い

ち

連れ
ん

の
話は

な
しに
、「
外が

い

観か
ん

に
と
ら
わ
れ
易や

す

い
」
と
い

う
人ひ

と

の
性さ

が

を
感か

ん

じ
て
し
ま
う

の
は
コ
ラ
ム
子し

だ
け
か
？　
こ

の
手て

の
犯は

ん

罪ざ
い

が
は
び
こ
っ
た
の

は
、
コ
ラ
ム
子し

か
ら
見み

れ
ば

信し
ん

じ
難が

た

い
金き

ん

額が
く

を
投と

う

じ
、
命

い
の
ち

や
将

し
ょ
う

来ら
い

を
危き

険け
ん

に
晒さ

ら

す
人ひ

と

達た
ち

が
い
る
か
ら
だ
。
だ
が
、
本ほ

ん

当と
う

に
そ
れ
で
満ま

ん

足ぞ
く

し
、
幸こ

う

福ふ
く

感か
ん

を
味あ

じ

わ
え
る
の
だ
ろ
う
か

▼
貧び

ん

乏ぼ
う

人に
ん

の
僻ひ

が

み
か
も
知し

れ

な
い
が
、
内な

い

面め
ん

の
美う

つ
く
し
さ
や

た
く
ま
し
さ
を
備そ

な

え
た
人ひ

と

達た
ち

の
方ほ

う

が
、
よ
ほ
ど
魅み

力り
ょ
く

的て
き

だ

と
思お

も

う
の
は
間ま

違ち
が

い
だ
ろ
う

か
。
人ひ

と

を
泣な

か
せ
て
贅ぜ

い

沢た
く

に

暮く

ら
す
人ひ

と

や
、
外が

い

観か
ん

や
人ひ

と

の

目め

に
と
ら
わ
れ
て
暮く

ら
す
人ひ

と

よ
り
、
家か

族ぞ
く

や
友ゆ

う

人じ
ん

と
泣な

き

笑わ
ら

い
し
、
自じ

分ぶ
ん

の
背せ

丈た
け

に
合あ

っ

た
生せ

い

活か
つ

を
す
る
人ひ

と

の
方ほ

う

が
よ

ほ
ど
魅み

力り
ょ
く

的て
き

だ
と
思お

も

う
の
だ

が
。　
　
　
　
　
　
　
（
み
）

樹   

海

　

最さ
い

近き
ん

、
メ
デ
ィ
ア
を
賑に

ぎ

わ

し
て
い
る
話わ

題だ
い

の
一ひ

と
つ
に
、
デ

ニ
ス
・
セ
ー
ザ
ル
・
バ
ロ
ス
・

フ
ル
タ
ー
ド
医い

師し

（
通つ

う

称し
ょ
うド

ク
タ
ー
美び

尻じ
り

）
や
、
パ
ト
リ

シ
ア
・
シ
ウ
ヴ
ィ
ア
・
ド
ス
・

サ
ン
ト
ス
氏し

（
通つ

う

称し
ょ
うパ
テ
ィ
美び

尻じ
り

、マ
ッ
サ
ー
ジ
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

ら
に
よ
る
美び

容よ
う

整せ
い

形け
い

や
そ
の

被ひ

害が
い

者し
ゃ

の
話は

な
し
が
あ
る
▼
フ
ル

タ
ー
ド
医い

師し

と
そ
の
母は

は

親お
や

が

リ
オ
市し

の
自じ

宅た
く

で
行

お
こ
な

っ
た
手し

ゅ

術じ
ゅ
つ

後ご

に
女じ

ょ

性せ
い

が
死し

亡ぼ
う

し
て
以い

じ
ゅ
　
　
か
い

に
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
と

し
、
要
因
に
①
世
界
経
済
の

回
復
②
女
性
や
高
齢
者
の
就

業
促
進
な
ど
に
よ
る
雇
用
・

所
得
環
境
の
改
善
③
企
業
の

新
技
術
導
入
投
資
や
都
市
再

開
発
―
を
挙
げ
た
。
近
年
は

実
質
国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

の
伸
び
が
潜
在
成
長
率
を
上

回
り
、
今
の
設
備
や
労
働
力

で
は
需
要
を
さ
ば
け
な
く
な

り
つ
つ
あ
る
と
訴
え
た
。

　

企
業
の
人
手
不
足
感
を
示

　

米
国
発
の
貿
易
摩
擦
や
原

油
高
を
注
意
点
に
挙
げ
つ
つ

も
、
総
じ
て
政
策
運
営
の
成

果
を
強
調
す
る
内
容
。
副
題

は
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
な

ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
浸
透

す
る
未
来
像
を
示
す
文
言
を

使
い
「
今
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ

ｙ
（
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
）
５
・

０
の
経
済
へ
」
と
し
た
。

　

景
気
回
復
は
０
２
〜
０
８

年
の
７
３
カ
月
（
６
年
１
カ

月
）
に
次
ぐ
戦
後
２
番
目

閣議後に記者会見する茂木経済再生
相＝３日午前、東京都千代田区（共同）

Ａ
Ｉ
活
用
し
て
躍
進

井
山
に
衝
撃
の
３
連
勝

白
物
家
電
も
市
場
の
成
長
が

見
込
め
る
ア
ジ
ア
地
域
に
拠

点
を
移
し
、
国
内
生
産
の
歴

史
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
を
決

め
た
。
２
工
場
の
雇
用
は
配

置
転
換
な
ど
で
維
持
す
る
。

国
内
生
産
は
高
付
加
価
値
の

製
品
や
部
品
中
心
に
な
る
。

　

八
尾
工
場
は
１
９
５
９
年

に
操
業
を
開
始
し
、
洗
濯
機

な
ど
白
物
家
電
の
生
産
や

開
発
を
担
っ
て
き
た
。
エ
ア

コ
ン
や
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
が

海
外
生
産
に
移
管
さ
れ
る
な

か
、
輸
送
コ
ス
ト
の
高
い
冷

蔵
庫
だ
け
は
国
内
で
年
数

十
万
台
の
生
産
を
続
け
て
い

た
。
生
産
は
タ
イ
な
ど
に
移

す
が
事
業
を
取
り
ま
と
め
る

本
部
機
能
や
研
究
開
発
、
業

務
用
照
明
の
生
産
は
継
続
す

る
。

　

栃
木
工
場
は
６
８
年
に
カ

れ
る
と
提
言
し
た
。

　

茂
木
氏
は
閣
議
後
の
記
者

会
見
で
、
政
府
と
し
て
人
材

教
育
や
働
き
方
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
説
明
。「
議

論
よ
り
実
行
の
段
階
に
入
っ

て
い
る
。
し
っ
か
り
実
行
す

る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
述
べ

た
。

名
古
屋
で
４
０
・３
度
記
録

三
大
都
市
初
、
４
日
も
猛
暑

６
四
半
期
連
続
の
増
収
増
益

を
確
保
。
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
の

高
級
機
種「
Ⅹ
」が
好
調
だ
っ

た
ほ
か
、
ア
プ
リ
販
売
な
ど

サ
ー
ビ
ス
部
門
の
売
り
上
げ

が
大
幅
に
増
え
、
投
資
家
か

ら
好
感
さ
れ
た
。

　

ア
ッ
プ
ル
は
故
ス
テ
ィ
ー

ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
氏
ら
が

１
９
７
６
年
に
米
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
で
創
業
。
パ
ソ
コ

ン
「
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ

（
マ
ッ
ク
）」
が
人
気
と
な
っ

た
。
業
績
は
一
時
低
迷
し
た

が
、ジ
ョ
ブ
ズ
氏
の
復
帰
後
、

携
帯
プ
レ
ー
ヤ
ー
「
ｉ
Ｐ
ｏ

ｄ（
ア
イ
ポ
ッ
ド
）」で
復
活
。

ア
イ
フ
ォ
ー
ン
で
Ｉ
Ｔ
業
界

を
け
ん
引
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
ア
ッ
プ
ル
は
多
く

の
製
品
の
組
み
立
て
を
中
国

の
工
場
に
委
託
し
て
お
り
、

当
面
は
米
中
貿
易
摩
擦
の
動

向
が
不
安
要
因
だ
。

　

米
企
業
の
時
価
総
額
は

２
〜
４
位
も
Ｉ
Ｔ
関
連
企

業
で
、
ア
マ
ゾ
ン
・
コ
ム

（
８
９
４
６
億
ド
ル
）、
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
（
８
２
５
８
億

ド
ル
）、
グ
ー
グ
ル
の
持
ち

株
会
社
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

（
８
千
億
ド
ル
）
が
続
い
て

い
る
。

　

米
国
外
の
企
業
で
は
、
中

国
の
石
油
大
手
、
中
国
石

油
（
ペ
ト
ロ
チ
ャ
イ
ナ
）
が

２
０
０
７
年
に
上
海
市
場
に

上
場
し
た
際
に
ド
ル
換
算
で

時
価
総
額
が
１
兆
ド
ル
を
超

え
た
。

　
【
共
同
】
厚
生
労
働
省
所

管
の
公
益
財
団
法
人
「
介
護

労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
」
は
３

日
、
人
手
不
足
を
感
じ
て
い

る
介
護
事
業
所
が
全
体
の

６
６
・
６
％
に
上
る
と
す
る

２
０
１
７
年
度
の
調
査
結
果

を
公
表
し
た
。
前
年
度
比

４
・
０
ポ
イ
ン
ト
増
で
、
増

加
は
４
年
連
続
。
外
国
人
を

し
、幕
を
閉
じ
た
。一
躍
、「
ポ

ス
ト
井
山
」
の
最
有
力
に
浮

上
し
た
新
鋭
は
、
今
年
は
こ

れ
で
２
８
勝
５
敗
。
躍
進
の

背
景
に
は
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
が
あ
っ
た
。

　

井
山
前
碁
聖
は
こ
れ
ま
で

七
大
タ
イ
ト
ル
の
挑
戦
手
合

に
４
８
回
出
場
し
、
４
１
回

勝
利
。
敗
れ
た
７
回
も
、
す

べ
て
の
７
番
、
５
番
勝
負
で

２
勝
以
上
挙
げ
て
い
た
。
こ

の
点
か
ら
も
、
今
回
の
３
連

勝
は
圧
巻
だ
。

　

２
０
１
６
年
４
月
に
井
山

前
碁
聖
が
初
の
全
七
冠
を
達

成
し
て
か
ら
こ
れ
ま
で
、
圧

倒
的
な
１
強
時
代
が
続
い
て

い
る
。
そ
の
間
、
ポ
ス
ト
井

山
世
代
で
は
余
正
麒
七
段
、

一
力
遼
八
段
、
本
木
克
弥
八

段
が
挑
戦
し
た
も
の
の
、
こ

と
ご
と
く
厚
い
壁
に
は
ね
返

さ
れ
て
き
た
。
１
度
目
の
全

七
冠
を
崩
し
た
の
は
、
井
山

前
碁
聖
よ
り
１
０
歳
以
上
年

長
の
高
尾
紳
路
九
段
だ
っ

た
。

日
終
値
の
時
価
総
額
は

１
兆
１
６
億
ド
ル
。
日
本
企

業
最
大
の
ト
ヨ
タ
自
動
車

（
約
２
３
兆
８
千
億
円
）
の

５
倍
弱
、
同
業
の
ソ
ニ
ー

（
約
７
兆
８
千
億
円
）
の

１
４
倍
超
に
相
当
す
る
。
２

日
の
ア
ッ
プ
ル
の
株
価
は

前
日
比
５
・
８
９
ド
ル
高
の

２
０
７
・３
９
ド
ル
だ
っ
た
。

　

ア
ッ
プ
ル
は
７
月
末
に
発

表
し
た
４
〜
６
月
期
決
算
で

介
護
職
不
足
、
事
業
所
の
６
６
％

１
５
％
は
外
国
人
を
活
用
予
定

活
用
す
る
予
定
の
事
業
所
は

１
５
・９
％
だ
っ
た
。

　

１
７
年
１
０
月
実
施
の

「
介
護
労
働
実
態
調
査
」
で
、

８
７
８
２
事
業
所
か
ら
回
答

が
あ
っ
た
。

　

介
護
職
が「
大
い
に
不
足
」

「
不
足
」「
や
や
不
足
」
と
答

え
た
の
は
計
６
６
・
６
％
。

理
由
（
複
数
回
答
）
は
「
採

用
が
困
難
」
が
８
８
・
５
％

（
前
年
度
比
１
５
・
４
ポ
イ
ン

ト
増
）
で
、
同
業
他
社
と

の
人
材
獲
得
競
争
の
厳
し
さ

や
、
他
産
業
と
比
べ
て
労
働

条
件
が
良
く
な
い
こ
と
を
要

因
に
挙
げ
た
事
業
所
が
多

か
っ
た
。

　

今
回
は
、
外
国
人
労
働
者

の
活
用
に
つ
い
て
も
初
め
て

質
問
。
既
に
働
く
外
国
人

が
「
い
る
」
と
し
た
の
は

わ
ず
か
５
・
４
％
で
、「
活

用
す
る
予
定
は
あ
る
」
が

１
５
・
９
％
だ
っ
た
。
こ
の

う
ち
受
け
入
れ
方
法
（
複
数

回
答
）
は
、
介
護
が
新
た

に
対
象
職
種
と
な
っ
た
「
技

能
実
習
生
」
が
５
１
・
９
％

と
最
も
多
く
、「
経
済
連

携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）」
が

３
９
・５
％
だ
っ
た
。

　

過
去
１
年
間
の
職
員
の
離

職
率
は
１
６
・
２
％
で
０
・
５

ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た
が
、
近

年
は
１
６
〜
１
７
％
台
で
推

移
し
、
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。

　
【
共
同
】
日
本
列
島
は
３

日
も
高
気
圧
に
覆
わ
れ
、
名

古
屋
市
や
岐
阜
県
美
濃
市
で

４
０
・
３
度
を
記
録
し
た
。

熱
中
症
と
み
ら
れ
る
症
状
で

長
崎
県
で
は
車
の
中
に
い
た

女
児
（
１
）
が
死
亡
、
宮
城

県
や
熊
本
県
で
も
高
齢
者

２
人
が
死
亡
し
た
。
名
古

屋
市
は
１
８
９
０
（
明
治

２
３
）年
の
統
計
開
始
以
来
、

最
も
高
か
っ
た
３
９
・
９
度

（
１
９
４
２
年
８
月
２
日
に

観
測
）
を
更
新
し
た
。
東
京

２
３
区
、
大
阪
市
、
名
古
屋

市
の
三
大
都
市
の
中
で
４
０

度
を
超
え
た
の
は
観
測
史
上

初
め
て
。

　

気
象
庁
に
よ
る
と
、
日
本

海
側
か
ら
の
風
が
山
を
吹
き

下
ろ
す
「
フ
ェ
ー
ン
現
象
」

の
影
響
で
東
海
地
方
を
中
心

に
気
温
が
上
昇
し
た
。
最
高

気
温
が
３
５
度
以
上
と
な
る

厳
し
い
暑
さ
は
東
日
本
で
８

日
に
か
け
て
、
西
日
本
で
は

１
０
日
ご
ろ
に
か
け
て
続
く

見
通
し
で
、
十
分
な
熱
中
症

対
策
を
引
き
続
き
呼
び
掛
け

た
。

　

日
中
の
気
温
上
昇
に
伴
っ

て
大
気
の
状
態
が
不
安
定
に

な
る
。
上
空
の
風
が
弱
く
、

発
達
し
た
積
乱
雲
が
停
滞
す

る
恐
れ
が
あ
り
、
今
後
も
午

後
は
山
沿
い
を
中
心
に
局
地

的
な
雷
雨
、
落
雷
、
突
風
な

ど
に
注
意
が
必
要
に
な
る
。

　

他
に
気
温
が
高
か
っ
た
観

測
点
は
、
２
日
に
４
０
・
２

度
を
記
録
し
た
岐
阜
県
多
治

見
市
の
３
９
・
９
度
、
三
重

県
桑
名
市
の
３
９
・８
度（
観

測
史
上
１
位
の
記
録
を
更

新
）、京
都
市
の
３
８
・９
度
、

浜
松
市
の
３
８
・
７
度
、
埼

玉
県
熊
谷
市
の
３
８
・
７
度

な
ど
。

ラ
ー
テ
レ
ビ
の
工
場
と
し
て

稼
働
を
開
始
し
、
現
在
は
超

高
精
細
映
像
の
「
８
Ｋ
」
テ

レ
ビ
な
ど
を
製
造
し
て
い
る

が
、
半
世
紀
の
歴
史
を
閉
じ

る
。
研
究
開
発
機
能
は
堺
市

の
本
社
や
千
葉
市
の
拠
点
に

移
す
が
、
物
流
や
保
守
サ
ー

ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
残
す
。

シ
ャ
ー
プ
の
国
内
の
テ
レ
ビ

生
産
は
亀
山
工
場
（
三
重
県

亀
山
市
）
だ
け
に
な
る
。

　

戴
氏
は
３
日
、
社
員
向
け

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
公
開
し

「
コ
ス
ト
競
争
力
が
最
重
要

課
題
と
の
認
識
で
苦
渋
の
決

断
に
至
っ
た
。
多
く
の
方
に

支
え
ら
れ
た
工
場
の
終
息
は

誠
に
遺
憾
だ
が
、
グ
ロ
ー
バ

ル
市
場
で
シ
ェ
ア
を
引
き
上

げ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】

米
ア
ッ
プ
ル
の
株
式
時
価
総

額
が
２
日
、
米
上
場
企
業

で
初
め
て
１
兆
ド
ル
（
約

１
１
１
兆
円
）
を
超
え
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
「
ｉ
Ｐ
ｈ

ｏ
ｎ
ｅ
（
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
）」

の
歴
史
的
ヒ
ッ
ト
が
、
企
業

価
値
を
大
台
に
押
し
上
げ

た
。

　

米
調
査
会
社
フ
ァ
ク
ト

セ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
２

か
―
。
河
野
氏
は
妙
案
を
見

い
だ
せ
な
い
ま
ま
現
地
入
り

し
た
よ
う
だ
。
外
務
省
内
で

は
「
李
氏
の
周
り
に
は
人

だ
か
り
が
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
こ
を
押
し
の
け
て

ま
で
無
理
に
会
う
必
要
は
な

い
」（
幹
部
）
と
の
リ
ス
ク

回
避
論
も
漏
れ
て
い
た
。

　
▽
情
報
収
集

　

当
の
李
氏
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
、
中
国
の
王
毅
外
相
と

会
談
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
カ

ン
ボ
ジ
ア
な
ど
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

各
国
の
外
相
と
も
意
見
交
換

し
た
。
米
国
の
ポ
ン
ペ
オ
国

務
長
官
と
ど
う
向
き
合
う
か

に
も
注
目
が
集
ま
る
。
日
本

側
は
李
氏
の
動
向
に
関
す
る

情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
。

　
【
共
同
】
衝
撃
的
な
ス
ト

レ
ー
ト
決
着
だ
っ
た
。
囲
碁

の
第
４
３
期
碁
聖
戦
５
番
勝

負
は
、
挑
戦
者
の
許
家
元
七

段
が
井
山
裕
太
碁
聖
か
ら
３

連
勝
で
タ
イ
ト
ル
を
奪
取
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南
大
河
で
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
封
じ

　

労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
政
権

時
代
の
０
９
〜
１
４
年
は
、

国
庫
庁
が
４
４
０
０
億
レ
を

Ｂ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
拠
出
、
同
行

を
世
界
最
大
級
の
開
発
支
援

銀
行
に
押
し
上
げ
た
。

　

Ｂ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
は
融
資
力
増

大
と
共
に
存
在
感
を
高
め
、

０
８
年
の
世
界
経
済
危
機
の

影
響
で
金
の
流
れ
が
停
滞
し

た
時
も
、
石
油
公
社
ペ
ト
ロ

ブ
ラ
ス
に
巨
額
か
つ
低
金
利

の
融
資
を
行
っ
た
。
当
時
は

国
内
業
界
ト
ッ
プ
企
業
の
国

際
化
支
援
政
策
も
採
ら
れ
て

お
り
、
同
行
も
積
極
的
に
関

与
し
た
。
精
肉
企
業
Ｊ
Ｂ
Ｓ

が
国
際
大
手
複
合
企
業
（
コ

ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
）
へ
発
展

し
た
の
も
こ
の
時
期
だ
。

　

先
週
結
ば
れ
た
政
府
と
の

最
終
合
意
に
よ
り
、
Ｂ
Ｎ
Ｄ

Ｅ
Ｓ
の
政
府
へ
の
返
済
期
限

は
こ
れ
ま
で
の
２
０
６
０
年

か
ら
、
２
０
４
０
年
へ
と
前

倒
し
に
な
っ
た
。
話
し
合
い

の
後
、
Ｂ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
の
理

　

２
日
、
大
統
領
選
有
力
候
補
の
ジ
ェ
ラ
ウ
ド
・
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
（
民
主
社
会
党
・

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
の
副
候
補
が
ア
ナ
・
ア
メ
リ
ア
上
議
（
進
歩
党
・
Ｐ
Ｐ
）、
マ
リ
ー
ナ
・

シ
ウ
ヴ
ァ
氏
の
副
候
補
が
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
氏
（
緑
の
党
・
Ｐ
Ｖ
）

に
な
る
な
ど
、
５
日
の
党
大
会
開
催
期
限
を
前
に
大
き
な
動
き
が
あ
っ
た
。
３
日

付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

た
と
い
う
。

　

ア
ナ
氏
は
労
働
者
党
（
Ｐ

Ｔ
）
に
強
く
反
対
す
る
保
守

派
議
員
と
し
て
も
有
名
な

存
在
だ
が
、
彼
女
の
副
起
用

に
は
、
極
右
大
統
領
候
補
の

ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

氏
（
社
会
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）

つ
ぶ
し
の
目
的
が
あ
る
と
い

う
。

　

ま
ず
一
つ
は
、
同
州
は
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
支
持
率
が

２
２
％
と
全
国
で
も
か
な
り

高
い
こ
と
だ
。
そ
こ
に
ア
ナ

氏
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
は
票
の
分
散

を
狙
っ
て
い
る
。

　

ア
ナ
氏
擁
立
に
伴
い
、
Ｐ

Ｐ
は
南
大
河
州
の
知
事
選

で
、
同
党
候
補
だ
っ
た
ル
イ

ス
・
カ
ル
ロ
ス
・
エ
イ
ン
ゼ

氏
の
出
馬
を
、
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
候

補
の
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
レ
イ

テ
氏
を
優
先
さ
せ
る
た
め
に

取
り
下
げ
た
。
エ
イ
ン
ゼ
氏

の
シ
ャ
ッ
パ
に
は
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏
の
Ｐ
Ｓ
Ｌ
が
含
ま
れ
て

い
た
。
Ｐ
Ｐ
の
同
州
支
部
で

は
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
支
持
者
が
多

か
っ
た
と
い
う
。

　

２
日
、
聖
市
南
部
の
ヴ
ィ

ラ
・
ク
レ
メ
ン
チ
ー
ノ
に
あ

る
サ
ン
パ
ウ
ロ
連
邦
大
学
付

属
病
院
に
強
盗
が
入
り
、
高

額
治
療
薬
が
盗
ま
れ
た
。
事

件
発
生
は
こ
の
日
の
午
前
７

時
ご
ろ
で
、
６
人
組
（
う
ち

４
人
が
武
装
）
の
強
盗
団
が

同
病
院
に
押
し
入
り
、
警
備

　

だ
が
、
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
の

連
立
政
党
の
間
で
は
、
ア
ナ

氏
擁
立
で
票
田
の
一
つ
で
あ

る
南
大
河
州
は
押
さ
え
ら
れ

て
も
、
か
ね
て
か
ら
Ｐ
Ｓ
Ｄ

Ｂ
の
弱
点
と
さ
れ
る
北
東
伯

対
策
が
で
き
な
い
こ
と
を
危

惧
す
る
声
も
あ
る
。

　

一
方
、
マ
リ
ー
ナ
氏
は
、

２
０
１
０
年
に
大
統
領
選
に

出
馬
し
た
際
に
所
属
し
て
い

た
Ｐ
Ｖ
と
の
連
立
を
組
む
の

に
成
功
。
同
党
か
ら
の
副
候

補
に
は
、
１
４
年
に
同
党
か

ら
大
統
領
選
に
出
馬
し
た
エ

ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ジ
ョ
ル
ジ
ェ

氏
が
擁
立
さ
れ
た
。
前
回
選

挙
で
の
同
氏
は
、
テ
レ
ビ
の

政
治
討
論
会
で
も
一
切
正
装

を
し
な
い
姿
勢
を
貫
き
、
視

聴
者
の
間
で
有
名
に
な
っ
て

い
た
。

ア
ウ
キ
ミ
ン
の
副
は
ア
ナ
氏

事
会
は
、「
今
年
の
年
間
融

資
の
目
安
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
１
・

２
％
」
と
の
見
解
を
明
ら
か

に
し
た
。
同
行
融
資
部
長
の

カ
ル
ロ
ス
・
タ
デ
ウ
・
デ
・

フ
レ
イ
タ
ス
氏
は
、「
こ
れ

ま
で
の
Ｂ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
が
異

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｂ
の
ク

ラ
ウ
ジ
オ
・
フ
リ
ス
チ
ャ
ッ

ク
氏
は
、
注
力
す
る
分
野

次
第
で
「
今
年
の
融
資
額

８
３
０
億
レ（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１
・

Ｐ
の
４
・
６
％
に
あ
た
る

２
７
８
０
億
レ
の
融
資
を

行
っ
た
。

　

融
資
引
き
締
め
は
、
テ
メ

ル
政
権
の
「
融
資
を
イ
ン
フ

レ
整
備
だ
け
に
集
中
さ
せ
、

総
融
資
額
を
小
さ
く
す
る
」

戦
略
の
表
れ
だ
。
政
府
は
ま

た
、
Ｂ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
の
融
資
を

少
な
く
し
、
国
庫
庁
へ
資
金

を
返
済
さ
せ
る
事
も
意
図
し

て
い
る
。

　

社
会
開
発
事
業
へ
の
支
援

を
目
的
と
し
た
国
営
銀
行
、

社
会
経
済
開
発
銀
行
（
Ｂ
Ｎ

Ｄ
Ｅ
Ｓ
）
に
よ
る
今
年
の
融

資
総
額
は
、国
内
総
生
産（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
の
１
・
２
％
に
あ
た

る
８
３
０
億
レ
ア
ル
に
な
る

見
込
み
で
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率

と
し
て
は
最
近
２
０
年
間
の

平
均
値
２
・
３
％
の
ほ
ぼ
半

分
に
な
る
と
、
３
日
付
エ
ス

タ
ー
ド
紙
が
報
じ
た
。

　

同
行
の
融
資
総
額
が
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
率
で
最
大
だ
っ
た

２
０
１
０
年
は
、
Ｇ
Ｄ

過
去
２
０
年
平
均
比
率
の
半
分

紅
班
熱
の
死
者
１
７
人
に

「
企
業
が
ド
ル
高
に
弱
く
な
る
」と
も

２
％
）
は
多
過
ぎ
る
」
と
言

う
。「
Ｂ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
は
、
都

市
交
通
整
備
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
部
門
な
ど
、
社
会
的

利
益
が
確
実
に
見
込
め
る
部

門
に
絞
っ
て
融
資
す
べ
き
」

で
、
公
社
民
営
化
に
も
関
与

で
き
る
が
、
民
間
企
業
は
民

間
の
金
融
機
関
で
資
金
を
調

達
す
る
か
ら
、
民
間
企
業
の

事
業
へ
の
融
資
は
対
象
外
と

な
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
リ
オ
州
連
邦
大
学

経
済
研
究
所
の
エ
ル
ナ
ニ
・

テ
イ
シ
ェ
イ
ラ
・
フ
ィ
ー

リ
ョ
教
授
は
、
Ｂ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｓ

が
融
資
枠
上
限
を
急
に
引
き

下
げ
る
と
、
同
行
に
頼
れ
ば

よ
か
っ
た
融
資
を
外
国
資
本

に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ケ
ー
ス
も
出
て
く
る
の
で
、

伯
国
企
業
の
ド
ル
高
へ
の
脆

弱
性
が
高
ま
る
と
も
指
摘
し

て
い
る
。

　

ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
の
副
候
補

を
受
諾
し
た
ア
ナ
・
ア
メ

リ
ア
氏
は
現
在
７
３
歳
で
、

２
０
１
０
年
の
上
院
選
で
当

選
す
る
ま
で
は
、
地
元
の
南

大
河
州
で
グ
ロ
ー
ボ
系
列
の

Ｒ
Ｓ
Ｂ
局
で
キ
ャ
ス
タ
ー
、

レ
ポ
ー
タ
ー
を
務
め
て
い

た
。

　

上
院
の
キ
ャ
リ
ア
は
１
期

８
年
だ
が
、
彼
女
は
こ
こ
ま

で
、
９
１
件
の
法
案
、
１
４

件
の
憲
法
改
正
法
案
を
提
出

す
る
な
ど
、
上
院
の
中
で
は

か
な
り
の
や
り
手
議
員
と
し

て
知
ら
れ
て
い
た
。

　

南
大
河
州
で
の
知
名
度
は

か
ね
て
か
ら
絶
大
で
、
当
初

臨
む
予
定
だ
っ
た
上
議
再
選

も
当
選
が
確
実
視
さ
れ
て
い

ＢＮＤＥＳも方針の転換を迫られている。（Agencia Brasil）

アウキミン氏の副候補のアナ・アメリア氏
（Edilson Rodrigues/Agência Senado）

マ
リ
ー
ナ
は
Ｐ
Ｖ
と
連
立
成
功

聖 州

　

マ
リ
ー
ナ
氏
は
こ
れ
で
、

８
月
３
１
日
か
ら
始
ま
る
選

挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
の
持
ち

時
間
が
１
０
秒
で
終
る
こ
と

が
避
け
ら
れ
、
１
ブ
ロ
ッ
ク

（
１
２
分
３
０
秒
）
中
２
６

秒
の
時
間
を
持
つ
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
。

員
と
職
員
４
人
の
手
を
縄
で

縛
っ
た
上
で
、
高
価
な
薬
品

ば
か
り
を
１
２
の
黒
い
ゴ
ミ

袋
と
１
３
の
箱
の
中
に
詰
め

こ
む
と
、
白
い
バ
ン
に
積
込

ん
で
逃
げ
去
っ
た
。
同
病
院

に
よ
る
と
、
奪
わ
れ
た
薬
品

類
の
価
値
は
１
０
０
万
レ
ア

ル
相
当
だ
と
い
う
。
現
在
、

警
察
が
強
盗
た
ち
の
行
方
を

捜
査
中
だ
が
、
犯
人
た
ち
は

薬
品
に
関
す
る
情
報
を
掴
ん

で
い
た
と
い
う
情
報
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
医
療
関
係
者
が

事
件
に
関
与
し
て
い
た
こ
と

も
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
日
午
前
、
聖
市
ル
ス
駅

か
ら
大
聖
市
圏
ジ
ュ
ン
ジ
ア

イ
ー
駅
ま
で
を
走
る
Ｃ
Ｐ
Ｔ

Ｍ
７
号
線
で
、
電
車
が
大
幅

な
減
速
運
転
を
行
い
、
混
乱

を
招
い
た
。
と
り
わ
け
、
ル

ス
駅
と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
モ

ラ
ト
駅
間
は
一
時
、
電
車
が

完
全
に
立
ち
往
生
の
状
態
に

な
っ
て
い
た
と
い
う
。
Ｃ
Ｐ

Ｔ
Ｍ
側
に
よ
る
と
、
こ
の
事

故
は
前
日
夜
に
ペ
ル
ス
駅
付

近
で
起
こ
っ
た
導
線
の
切
断

が
原
因
で
、
同
日
未
明
も
修

理
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
雨

が
降
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
も

影
響
し
、
始
発
の
時
間
ま
で

に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
と
い

う
。
乗
客
に
は
代
替
バ
ス
な

ど
で
対
処
し
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
週
末
は
、
大
統
領
選
挙

に
向
け
た
各
政
党
の
党
大
会

の
締
切
に
あ
た
る
。
最
終
日

の
明
日
、
５
日
ま
で
に
正
式

な
立
候
補
者
や
副
候
補
が
決

ま
る
は
ず
だ
が
、
ル
ー
ラ
氏

が
ど
う
い
う
形
で
出
馬
登
録

を
行
う
か
や
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

氏
の
副
候
補
が
誰
に
な
る
か

な
ど
、
有
権
者
に
は
気
に
な

る
こ
と
が
数
多
く
残
っ
て
い

る
。
今
日
、
明
日
は
テ
レ
ビ

や
ネ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら

目
が
離
せ
な
い
。

　

建
設
大
手
ア
ン
ド
ラ
ー

デ
・
グ
チ
エ
リ
ス
（
Ａ
Ｇ
）

社
が
鑑
定
人
を
買
収
し
て
不

当
な
鑑
定
書
を
出
さ
せ
た
疑

い
が
あ
る
と
、
聖
市
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
公
社
（
Ｍ
ｅ
ｔ
ｒ

ｏ
）
が
聖
州
検
察
局
に
捜
査

要
請
を
提
出
、
聖
市
警
が
６

月
か
ら
捜
査
を
始
め
た
と
３

日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

　

聖
市
南
部
の
モ
ノ
レ
ー
ル

１
７
号
線
の
建
設
契
約
を
Ａ

Ｇ
と
結
ん
で
い
た
Ｍ
ｅ
ｔ
ｒ

ｏ
は
、
１
６
年
２
月
に
「
遅

れ
が
著
し
い
」
と
し
て
、
Ａ

Ｇ
と
の
契
約
を
解
除
、
罰
金

も
課
し
た
が
、
Ａ
Ｇ
は
同
年

に
そ
れ
を
不
服
と
し
て
訴
え

て
い
た
。

　

契
約
破
棄
の
正
当
性
を
調

べ
る
た
め
の
鑑
定
が
始
ま
っ

た
。
し
か
し
、「
鑑
定
助
手

２
人
が
Ａ
Ｇ
に
買
収
さ
れ
、

鑑
定
書
は
Ａ
Ｇ
に
有
利
な
結

論
が
出
る
よ
う
に
仕
組
ま
れ

て
い
る
」
と
の
情
報
を
得
た

Ｍ
ｅ
ｔ
ｒ
ｏ
が
、
捜
査
要
請

を
出
し
た
。
Ａ
Ｇ
は
鑑
定
へ

の
関
与
を
否
定
し
て
い
る
。

　

Ａ
Ｇ
と
Ｍ
ｅ
ｔ
ｒ
ｏ
の
間

の
争
い
は
金
銭
に
し
て
、
お

よ
そ
４
億
レ
ア
ル
規
模
に
及

ぶ
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｇ
側
の
勝
利
と
な
れ

ば
、
Ａ
Ｇ
は
罰
金
を
払
わ
な

く
て
よ
い
だ
け
で
な
く
、
未

払
い
工
費
も
得
ら
れ
る
。
だ

が
、
鑑
定
書
作
成
過
程
へ
の

不
当
関
与
が
立
証
さ
れ
れ

ば
、
Ａ
Ｇ
が
別
の
捜
査
で
結

ん
で
い
た
企
業
版
報
償
付
供

述
（
レ
ニ
エ
ン
シ
ア
）
の
有

効
性
ま
で
も
損
な
わ
れ
る
。

　

司
法
当
局
も
、
進
行
中
の

契
約
破
棄
に
関
す
る
裁
判
を

続
け
る
た
め
、
鑑
定
行
為
も

中
断
し
て
、
捜
査
の
行
方
を

見
守
っ
て
い
る
。

　

本
来
４
年
前
に
完
成
す
る

は
ず
だ
っ
た
１
７
号
線
の
工

事
は
他
の
建
設
会
社
が
引
き

継
ぎ
、
モ
ル
ン
ビ
か
ら
ジ
ャ

ル
ジ
ン
・
ア
エ
ロ
ポ
ル
ト
間

８
駅
が
２
０
１
９
年
末
ま

で
に
完
成
の
予
定
だ
。
ま

た
、
計
画
当
初
の
予
算
は

１
３
億
９
千
万
レ
だ
っ
た
が
、

現
在
の
推
定
総
工
費
は
、
１

区
間
だ
け
で
３
７
億
レ
に
膨

れ
上
が
っ
て
い
る
。

　

保
健
省
が
２
日
、
聖
州
で

は
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
の

紅
班
熱
に
よ
る
死
者
が
１
７

人
に
達
し
た
と
発
表
し
た
と

同
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・
ブ
ラ

ジ
ル
が
報
じ
た
。

　
「
フ
ェ
ブ
レ
・
マ
ク
ロ
ー
ザ

（feb
re m

acu
lo
sa

）」

は
、
カ
ピ
ヴ
ァ
ラ
や
牛
、
馬

に
寄
生
す
る
マ
ダ
ニ
が
媒
介

す
る
、
リ
ケ
ッ
チ
ア
・
リ
ケ
ッ

ツ
ィ
と
呼
ば
れ
る
バ
ク
テ
リ
ア

が
引
き
起
こ
す
病
気
だ
。
日

本
語
で
は
ロ
ッ
キ
ー
山
紅
班

熱
と
呼
ば
れ
る
。

　

主
な
症
状
は
急
な
高
熱
、

体
の
痛
み
、
頭
痛
、
赤
い
発

疹
で
、
他
の
病
気
と
間
違
わ

れ
易
い
。
発
疹
は
手
足
か
ら

始
ま
り
、
全
身
に
広
が
る
。

症
状
が
出
る
の
は
マ
ダ
ニ
に

刺
さ
れ
て
か
ら
３
〜
１
２
日

な
の
で
、
発
症
前
に
カ
ピ
ヴ
ァ

ラ
な
ど
が
い
る
場
所
に
行
っ

た
人
は
、
医
師
に
そ
の
事
を

伝
え
た
方
が
よ
い
。

　

最
近
死
亡
し
た
例
は
、
聖

州
内
陸
部
サ
ウ
ト
市
に
住
ん

で
い
た
ラ
ウ
ラ
・
ヴ
ィ
セ
ン
テ

さ
ん
（
１
５
）
だ
。
ラ
ウ
ラ

さ
ん
が
紅
班
熱
と
診
断
さ
れ

た
時
に
は
症
状
が
か
な
り
進

ん
で
お
り
、
９
日
間
入
院
し

た
が
、
７
月
２
９
日
に
亡
く

な
っ
た
と
い
う
。

　

ア
シ
ス
市
在
住
で
７
月

１
５
日
に
亡
く
な
っ
た
カ
ウ

ア
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ド
ス
・

サ
ン
ト
ス
君
（
８
）
も
、
３

度
目
の
診
察
で
よ
う
や
く
紅

班
熱
と
診
断
さ
れ
た
が
、
助

か
ら
な
か
っ
た
。ア
ド
ウ
フ
ォ・

ル
ッ
ツ
研
究
所
が
行
っ
た
血

液
検
査
の
結
果
、
紅
班
熱
で

あ
っ
た
事
が
確
認
さ
れ
た
の

は
７
月
３
１
日
だ
っ
た
。

　

保
健
省
に
よ
る
と
、
こ
の

病
気
は
南
東
部
や
南
部
で
よ

く
見
受
け
ら
れ
、
マ
ダ
ニ
に

刺
さ
れ
た
ら
、
一
刻
も
早
く

皮
膚
か
ら
マ
ダ
ニ
を
取
り
除

く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
発

症
後
の
診
断
が
早
い
ほ
ど
、

治
療
効
果
が
大
き
い
と
い
う
。

　

治
療
に
は
抗
生
物
質
が
使

わ
れ
、
症
状
が
出
た
が
確
認

は
ま
だ
と
い
う
時
も
、
早
め

に
投
薬
を
始
め
た
方
が
良
い

が
、
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
た
が

症
状
は
出
て
い
な
い
と
い
う

時
は
、
薬
を
使
う
事
は
勧
め

ら
れ
て
い
な
い
。

　

近
年
は
、
カ
ピ
ヴ
ァ
ラ
が

市
街
地
に
出
現
す
る
例
も
多

く
な
っ
て
お
り
、
症
例
も
農

村
部
と
市
街
地
の
両
方
で
報

告
さ
れ
て
い
る
。
通
常
は
、

マ
ダ
ニ
の
活
動
期
で
あ
る
春

か
ら
夏
に
多
い
病
気
だ
が
、

ラ
ウ
ラ
さ
ん
達
の
よ
う
な
例

も
あ
り
、
草
む
ら
な
ど
に
出

向
く
時
は
服
装
に
も
注
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

聖
州
で
今
年
確
認
さ
れ
た

患
者
は
６
０
人
で
、
死
者
は

１
７
人
。
昨
年
の
同
州
で
の

患
者
は
１
６
５
人
、
死
者

は
５
８
人
だ
か
ら
、
死
者
急

増
と
い
う
状
況
で
は
な
い
が
、

用
心
に
越
し
た
事
は
な
い
。

伯
国
全
体
で
の
今
年
の
死
者

は
３
２
人
に
上
っ
て
い
る
。

　

３
日
、
大
聖
市
圏
を
走
る

バ
ン
デ
イ
ラ
ン
テ
ス
高
速
道

の
料
金
所
で
、
ト
ラ
ッ
ク
の

荷
台
に
積
ま
れ
た
シ
ョ
ベ
ル

カ
ー
の
ア
ー
ム
が
柱
に
衝
突

し
、
屋
根
が
崩
れ
落
ち
る
事

故
が
発
生
し
た
。
３
日
付
伯

字
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

事
故
が
起
き
た
の
は
３
日

午
前
９
時
５
０
分
頃
。
カ
イ

エ
イ
ラ
ス
に
あ
る
バ
ン
デ
イ

ラ
ン
テ
ス
道
３
６
キ
ロ
地
点

の
料
金
所
で
、
聖
市
方
面
に

向
か
う
ト
ラ
ッ
ク
が
、
荷
台

に
載
せ
た
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
の

ア
ー
ム
が
右
側
に
突
き
出
し

た
状
態
に
な
っ
た
の
に
気
づ

か
ず
、
料
金
所
に
進
入
し
た

た
め
、
ア
ー
ム
が
柱
に
激
突

し
、
屋
根
が
崩
落
し
た
。

　

幸
い
、
落
ち
た
の
は
３
車

線
分
の
屋
根
だ
け
で
、
シ
ョ

ベ
ル
カ
ー
は
屋
根
の
下
敷
き

に
な
っ
た
も
の
の
、
ト
ラ
ッ

ク
の
運
転
手
に
怪
我
は
な

か
っ
た
。

　

こ
の
影
響
で
バ
ン
デ
イ
ラ

ン
テ
ス
道
の
聖
市
方
面
行
き

は
、
１
０
時
３
０
分
〜
１
２

時
３
０
分
の
間
、
５
０
キ
ロ

地
点
か
ら
通
行
止
め
と
な
っ

た
。
聖
市
方
面
に
向
か
っ
て

い
た
車
は
、
同
道
の
４
８
キ

ロ
地
点
か
ら
ア
ニ
ャ
ン
ゲ
ー

ラ
道
に
迂
回
さ
せ
ら
れ
た
。

　

１
２
時
３
０
分
以
降
は
、

屋
根
が
落
ち
て
い
な
い
部
分

だ
け
を
使
う
形
で
料
金
所
が

再
開
し
た
た
め
、
通
行
止
め

も
解
除
さ
れ
た
。

外国為替市況
中銀サイトより

8月3日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.7056  R$
買　3.7040  R$

円相場
売　0.0333  R$
買　0.0333  R$

副候補が続 と々決まる

契
約
訴
訟
で
鑑
定
人
買
収
の
疑
い

建
設
大
手
Ａ
Ｇ
は
関
与
を
否
定

診
断
の
遅
れ
で
重
症
化
か

大統
領選

ＢＮＤＥＳ

融
資
総
額
Ｇ
Ｄ
Ｐ
１・
２
％
に

（２）２０１８年 第５０５４号 ８月 ４日 （土曜日）

聖市モノレール

料
金
所
の
屋
根
が
落
ち
る

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
が
衝
突
し

バンデイランテス道

常
だ
っ
た
。
今
、

Ｂ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
は

正
常
な
リ
ズ
ム

に
戻
り
つ
つ
あ

る
」
と
語
っ
た
。

　

今
年
に
つ
い

て
は
、
期
待
さ

れ
た
ほ
ど
の
景

気
回
復
が
見
込

め
な
い
上
、
貸

付
金
利
が
引

き
上
げ
ら
れ

た
た
め
、
同
行

の
融
資
総
額
は

７
５
０
億
レ
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
１
・

０
８
％
に
止
ま

る
可
能
性
も
指



　

歴れ
き

史し

学が
く

者し
ゃ

で
麗れ

い

澤た
く

大だ
い

学が
く

助じ
ょ

教き
ょ
うの
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
モ
ー
ガ
ン
氏し

が
面お

も

白し
ろ

い
本ほ

ん

を
出だ

し
た
。
題だ

い

し
て
『
ア
メ
リ
カ
も
中

ち
ゅ
う

国ご
く

も
韓か

ん

国こ
く

も
反は

ん

省せ
い

し
て
日に

本ほ
ん

を
見み

習な
ら

い
な
さ
い
』［
１
］。
最さ

い

近き
ん

流は
や

行り

の
欧お

う

米べ
い

人じ
ん

に
よ
る
自じ

虐ぎ
ゃ
く

史し

観か
ん

克こ
く

服ふ
く

本ぼ
ん

の
一ひ

とつ
で
あ
り
、
こ
の
面め

ん

に
つ
い
て
は
メ
ル
マ
ガ
「
ロ
シ
ア
政せ

い

治じ

経け
い

済ざ
い

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
で
北き

た

野の

氏し

が
鋭す

る
どい

指し

摘て
き

を
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧ら

ん

戴い
た
だき

た
い
［
２
］。

　

弊へ
い

誌し

で
は
、
こ
の
本ほ

ん

の
も
う
一ひ

と
つ
の
魅み

力り
ょ
くを
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
い
。

そ
れ
は
表

ひ
ょ
う

紙し

デ
ザ
イ
ン
で
「
傲ご

う

慢ま
ん

×　

Ｖ
Ｓ　

謙け
ん

虚き
ょ

○
」
と

大お
お

き
く
書か

か
れ
た
点て

ん

に
表あ

ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
本ほ

ん

の
中な

か

身み

は
タ
イ

ト
ル
か
ら
想そ

う

像ぞ
う

す
る
ほ
ど
「
傲ご

う

慢ま
ん

」
な
も
の
で
は
な
く
、
そ

れ
よ
り
も
「
ア
メ
リ
カ
も
中

ち
ゅ
う

国ご
く

も
韓か

ん

国こ
く

も
（
傲ご

う

慢ま
ん

さ
を
）
反は

ん

省せ
い

し
て
（
謙け

ん

虚き
ょ

な
）
日に

本ほ
ん

を
見み

習な
ら

い
な
さ
い
」
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
て
い

る
よ
う
に
読よ

め
た
。
モ
ー
ガ
ン
氏し

は
こ
う
書か

い
て
い
る
。

　
私わ

た
しは
神し

ん

経け
い

質し
つ

で
、
す
ぐ
緊き

ん

張ち
ょ
うし
、
気き

を
使つ

か
っ
て
し
ま
う
タ
イ

プ
で
す
が
、
初は

じ

め
て
日に

本ほ
ん

に
来き

た
と
き
、
す
ぐ
に
く
つ
ろ
げ
て

い
る
自じ

分ぶ
ん

に
気き

が
つ
き
ま
し
た
。
不ふ

思し

議ぎ

に
思お

も
っ
て
考か

ん
がえ
て
見み

た
と
こ
ろ
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の
私わ

た
しに
対た

い

し
て
た
い
へ
ん
寛か

ん

容よ
う

だ
っ
た
の
で
す
。［
１
，　
ｐ
１
４
３
］

　

謙け
ん

虚き
ょ

だ
か
ら
こ
そ
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
も
寛か

ん

容よ
う

に
な
れ
る
の
で
あ
る
。

モ
ー
ガ
ン
氏し

は
ア
メ
リ
カ
南な

ん

部ぶ

の
ル
イ
ジ
ア
ナ
州し

ゅ
うニ
ュ
ー
・
オ

傲ご
う

慢ま
ん

な
国く

に

、謙け
ん

虚き
ょ

な
国く

に

2018年
ねん

7月
がつ

8日
か

版
ばん

リ
ン
ズ
出

し
ゅ
っ

身し
ん

と
い
う
。
思お

も

い
返か

え

し
て
み
る
と
、
私わ

た
し
も
ア
メ
リ
カ

各か
く

地ち

を
旅り

ょ

行こ
う

し
て
、
南な

ん

部ぶ

が
一い

ち

番ば
ん

、
く
つ
ろ
げ
た
思お

も

い
出で

が
あ

る
。

　

ど
う
や
ら
謙け

ん

虚き
ょ

さ
と
い
う
面め

ん

で
は
、
ア
メ
リ
カ
人じ

ん

の
中な

か

で
も

モ
ー
ガ
ン
氏し

の
よ
う
な
南な

ん

部ぶ

人じ
ん

は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
近ち

か

い
と
こ
ろ
が

あ
る
よ
う
だ
。
そ
れ
は
文ぶ

ん

化か

面め
ん

や
歴れ

き

史し

面め
ん

に
起き

因い
ん

し
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
今こ

ん

回か
い

は
モ
ー
ガ
ン
氏し

の
著ち

ょ

書し
ょ

か
ら
特と

く

に
こ
の
点て

ん

を
考

か
ん
が

え
て
見み

た
い
。

　
モ
ー
ガ
ン
氏し

の
出

し
ゅ
っ

身し
ん

地ち

の
ル
イ
ジ
ア
ナ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
王お

う

ル
イ
１
４
世せ

い

の
土と

地ち

と
い
う
意い

味み

で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
・
オ
リ
ン

ズ
と
は
、
新し

ん

オ
ル
レ
ア
ン
、
ル
イ
１
５
世せ

い

の
摂せ

っ

政し
ょ
うオ
ル
レ
ア
ン

公こ
う

フ
ィ
リ
ッ
プ
２
世せ

い

に
因ち

な

む
そ
う
な
。
そ
の
名な

の
通と

お

り
、
フ
ラ

ン
ス
人じ

ん

が
開か

い

拓た
く

し
た
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

だ
っ
た
。

　
し
か
し
１
８
世せ

い

紀き

中ち
ゅ
う

葉よ
う

の
フ
レ
ン
チ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
戦せ

ん

争そ
う

で
、
英え

い

仏ふ
つ

の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

軍ぐ
ん

が
戦た

た
かい
、
フ
ラ
ン
ス
が
負ま

け
て
ル
イ
ジ

ア
ナ
州し

ゅ
うの
ほ
と
ん
ど
を
含ふ

く

ん
だ
フ
ラ
ン
ス
領

り
ょ
う

土ど

が
イ
ギ
リ
ス
領

り
ょ
う

と
な
っ
た
。
さ
ら
に
１
９
世せ

い

紀き

初し
ょ

頭と
う

、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
戦せ

ん

費ぴ

調ち
ょ
う

達た
つ

の
た
め
に
、
ニ
ュ
ー
・
オ
リ
ン
ズ
も
含ふ

く

め
て
北ほ

く

米べ
い

大た
い

陸り
く

中ち
ゅ
う

央お
う

部ぶ

に
残の

こ

っ
た
所し

ょ

有ゆ
う

地ち

を
ア
メ
リ
カ
に
売ば

い

却き
ゃ
くし
た
こ
と
で
、

ア
メ
リ
カ
合が

っ

衆し
ゅ
う

国こ
く

の
領

り
ょ
う

土ど

と
な
っ
た
。

　
ニ
ュ
ー
・
オ
リ
ン
ズ
に
は
フ
ラ
ン
ス
系け

い

住じ
ゅ
う

民み
ん

の
子し

孫そ
ん

が
多お

お

く

住す

ん
で
お
り
、
フ
レ
ン
チ
・
ク
ォ
ー
タ
ー
と
い
う
一い

っ

角か
く

は
今い

ま

も

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的て

き

な
街ま

ち

並な

み
が
残の

こ

っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
文ぶ

ん

化か

や
く
つ
ろ
げ
る
の
も
、
こ
う
い
う
文ぶ

ん

化か

的て
き

な
要よ

う

因い
ん

か
ら
だ
ろ
う
。

　

歴れ
き

史し

的て
き

要よ
う

因い
ん

も
あ
る
。
南な

ん

部ぶ

と
言い

っ
て
も
バ
ー
ジ
ニ
ア
州し

ゅ
うな

ど
は
も
と
も
と
イ
ギ
リ
ス
の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

で
あ
り
、
か
つ
初し

ょ

代だ
い

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
を
生う

み
、
独ど

く

立り
つ

戦せ
ん

争そ
う

の
主し

ゅ

力り
ょ
くと
し

て
戦

た
た
か
っ
た
米べ

い

国こ
く

の
本ほ

ん

流り
ゅ
うと
い
う
誇ほ

こ

り
が
あ
る
が
、
ル
イ
ジ
ア
ナ

州し
ゅ
うや
ニ
ュ
ー
・
オ
リ
ン
ズ
は
前ぜ

ん

述じ
ゅ
つの
よ
う
に
、
遅お

く

れ
て
ア
メ
リ

カ
合が

っ

衆し
ゅ
う

国こ
く

に
併へ

い

合ご
う

さ
れ
た
土と

地ち

な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点て

ん

は
、
日に

本ほ
ん

が
１
９
世せ

い

紀き

中ち
ゅ
う

葉よ
う

に
開か

い

国こ
く

し
て
、
当と

う

時じ

の
欧お

う

米べ
い

中ち
ゅ
う

心し
ん

の
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

に
遅お

く

れ
て
参さ

ん

加か

し
た
ア
ウ
ト
サ
イ

ダ
ー
で
あ
っ
た
事こ

と

と
良よ

く
似に

て
い
る
。
日に

本ほ
ん

も
ル
イ
ジ
ア
ナ
も

主し
ゅ

流り
ゅ
う

派は

の
持も

ち
が
ち
な
傲ご

う

慢ま
ん

さ
と
は
縁え

ん

遠ど
お

い
地ち

域い
き

な
の
だ
。

　

も
う
一ひ

と
つ
、
南な

ん

部ぶ

の
歴れ

き

史し

が
日に

本ほ
ん

と
似に

て
い
る
点て

ん

が
あ
る
。

南な
ん

部ぶ

と
い
う
と
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
す
ぐ
黒こ

く

人じ
ん

差さ

別べ
つ

を
連れ

ん

想そ
う

す
る
人ひ

と

も

い
る
が
、
実じ

つ

は
そ
う
単た

ん

純じ
ゅ
んな
話は

な
しで
は
な
い
。

　

映え
い

画が

『
風か

ぜ

と
と
も
に
去さ

り
ぬ
』
で
は
白は

く

人じ
ん

の
富ふ

豪ご
う

の
子こ

供ど
も

達た
ち

が
、
黒こ

く

人じ
ん

の
太ふ

と

っ
た
メ
イ
ド
に
よ
く
な
つ
い
て
い
る
場ば

面め
ん

も

出で

て
く
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
貴き

族ぞ
く

が
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

階か
い

級き
ゅ
うを
召め

し

使つ
か

い
や

メ
イ
ド
と
し
て
使つ

か

っ
て
い
た
よ
う
に
、
南な

ん

部ぶ

の
富ふ

豪ご
う

も
黒こ

く

人じ
ん

を

使つ
か

っ
て
い
た
。
階か

い

級き
ゅ
うや
人じ

ん

種し
ゅ

の
差さ

別べ
つ

は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
超こ

え
た
家か

族ぞ
く

的て
き

な
つ
な
が
り
も
相そ

う

当と
う

程て
い

度ど

あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

そ
う
い
う
南な

ん

部ぶ

の
風ふ

う

土ど

が
南な

ん

北ぼ
く

戦せ
ん

争そ
う

敗は
い

戦せ
ん

と
と
も
に
「
風か

ぜ

と
と
も
に
去さ

っ
て
」
し
ま
い
、人じ

ん

種し
ゅ

平び
ょ
う

等ど
う

の
掛か

け
声ご

え

と
と
も
に
、

逆ぎ
ゃ
くに
白は

く

人じ
ん

と
黒こ

く

人じ
ん

の
間あ

い
だの
距き

ょ

離り

が
開ひ

ら

き
、
家か

族ぞ
く

的て
き

な
親し

ん

近き
ん

感か
ん

も
失う

せ
て
、
人じ

ん

種し
ゅ

対た
い

立り
つ

が
か
え
っ
て
先せ

ん

鋭え
い

化か

し
て
い
っ
た
よ
う

に
思お

も

わ
れ
る
。

　

も
と
も
と
南な

ん

部ぶ

の
産さ

ん

業ぎ
ょ
うは
綿め

ん

花か

や
た
ば
こ
な
ど
人ひ

と

手で

の
か
か

る
農の

う

業ぎ
ょ
うが
中

ち
ゅ
う

心し
ん

で
、
黒こ

く

人じ
ん

労ろ
う

働ど
う

力り
ょ
くに
依い

存ぞ
ん

し
て
い
た
。
そ
こ
で

イ
ギ
リ
ス
人じ

ん

商し
ょ
う

人に
ん

が
黒こ

く

人じ
ん

を
ア
フ
リ
カ
か
ら
拉ら

致ち

し
て
き
て

売う

り
つ
け
、
そ
の
代だ

い

金き
ん

で
ア
メ
リ
カ
の
綿め

ん

花か

を
買か

い
、
イ
ギ
リ

ス
の
工こ

う

場じ
ょ
うで
そ
れ
を
綿め

ん

製せ
い

品ひ
ん

に
加か

工こ
う

し
て
ア
フ
リ
カ
に
輸ゆ

出し
ゅ
つす

る
、
と
い
う
大た

い

西せ
い

洋よ
う

を
股ま

た

に
掛か

け
た
三さ

ん

角か
く

貿ぼ
う

易え
き

を
や
っ
て
い
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
は
１
８
０
７
年ね

ん

に
奴ど

隷れ
い

貿ぼ
う

易え
き

を
違い

法ほ
う

と
し
た
。

貿ぼ
う

易え
き

だ
け
な
ら
止や

め
れ
ば
済す

む
問も

ん

題だ
い

だ
が
、
す
で
に
膨ぼ

う

大だ
い

な

黒こ
く

人じ
ん

奴ど

隷れ
い

を
抱か

か

え
て
い
た
ア
メ
リ
カ
南な

ん

部ぶ

で
は
そ
う
簡か

ん

単た
ん

に

は
行い

か
な
か
っ
た
。
南な

ん

北ぼ
く

戦せ
ん

争そ
う

の
頃こ

ろ

に
は
南な

ん

部ぶ

の
総そ

う

人じ
ん

口こ
う

約や
く

９
０
０
万ま

ん

人に
ん

の
う
ち
、
４
０
０
万ま

ん

人に
ん

近こ
ん

く
の
奴ど

隷れ
い

が
い
た
と

さ
れ
る
。
黒こ

く

人じ
ん

労ろ
う

働ど
う

力り
ょ
くは
南な

ん

部ぶ

の
産さ

ん

業ぎ
ょ
うの
欠か

く
べ
か
ら
ざ
る
主し

ゅ

柱ち
ゅ
うと
な
っ
て
い
た
。

１
．「「
傲ご

う

慢ま
ん

×　

Ｖ
Ｓ　

謙け
ん

虚き
ょ

○
」

　

リ
ン
カ
ー
ン
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
「
奴ど

隷れ
い

解か
い

放ほ
う

の
父ち

ち

」
と
称

し
ょ
う

賛さ
ん

さ
れ

て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
南な

ん

北ぼ
く

対た
い

立り
つ

の
発ほ

っ

端た
ん

は
貿ぼ

う

易え
き

問も
ん

題だ
い

だ
っ

た
。
工こ

う

業ぎ
ょ
う

化か

を
進す

す

め
る
北ほ

く

部ぶ

が
イ
ギ
リ
ス
の
工こ

う

業ぎ
ょ
う

製せ
い

品ひ
ん

に
対た

い

す
る
保ほ

護ご

貿ぼ
う

易え
き

を
求も

と

め
た
の
に
対た

い

し
、
南な

ん

部ぶ

諸し
ょ

州し
ゅ
うは
綿め

ん

花か

輸ゆ

出し
ゅ
つな
ど
で
イ
ギ
リ
ス
と
の
自じ

由ゆ
う

貿ぼ
う

易え
き

を
必ひ

つ

要よ
う

と
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

南な
ん

北ぼ
く

戦せ
ん

争そ
う

中ち
ゅ
うに
出だ

さ
れ
た
リ
ン
カ
ー
ン
の
「
奴ど

隷れ
い

解か
い

放ほ
う

宣せ
ん

言げ
ん

」
は
、
実じ

つ

は
敵て

き

対た
い

す
る
南な

ん

部ぶ

諸し
ょ

州し
ゅ
うの
黒こ

く

人じ
ん

だ
け
を
対た

い

象し
ょ
うと

し
て
お
り
、
も
と
も
と
北ほ

く

軍ぐ
ん

に
属ぞ

く

し
な
が
ら
奴ど

隷れ
い

制せ
い

を
認み

と

め

て
い
た
ミ
ズ
ー
リ
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州し

ゅ
う、
お
よ
び
、
す
で
に
北ほ

く

軍ぐ
ん

に
制せ

い

圧あ
つ

さ
れ
て
い
た
テ
ネ
シ
ー
州し

ゅ
う
な
ど
は
対た

い

象し
ょ
う

外が
い

だ
っ
た
。

あ
く
ま
で
南な

ん

軍ぐ
ん

の
地ち

の
黒こ

く

人じ
ん

に
離り

反は
ん

を
促う

な
が
す
た
め
の
戦せ

ん

術じ
ゅ
つだ
っ

た
。

　
こ
の
宣せ

ん

言げ
ん

が
奴ど

隷れ
い

解か
い

放ほ
う

運う
ん

動ど
う

に
弾は

ず

み
を
つ
け
た
事こ

と

は
否い

な

め

な
い
が
、
そ
の
後ご

、
北ほ

く

部ぶ

の
掲か

か

げ
た
奴ど

隷れ
い

解か
い

放ほ
う

に
抵て

い

抗こ
う

し
て

「
奴ど

隷れ
い

制せ
い

に
固こ

執し
つ

し
た
南な

ん

部ぶ

」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
が
貼は

ら
れ
て

し
ま
う
。
公こ

う

正せ
い

に
言い

え
ば
、
世せ

界か
い

で
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
人じ

ん

種し
ゅ

問も
ん

題だ
い

で
長な

が

年ね
ん

苦く
る

し
ん
だ
国く

に

は
な
く
、
そ
の
努ど

力り
ょ
くの
か
な
り
の
部ぶ

分ぶ
ん

は
当と

う

然ぜ
ん

な
が
ら
黒こ

く

人じ
ん

の
多お

お

く
住す

ん
で
い
た
南な

ん

部ぶ

で
な
さ
れ
た
。

　

も
と
も
と
黒こ

く

人じ
ん

の
奴ど

隷れ
い

も
そ
れ
ほ
ど
多お

お

く
な
か
っ
た
北ほ

く

部ぶ

が

「
奴ど

隷れ
い

解か
い

放ほ
う

」
を
叫さ

け

ん
だ
だ
け
で
、
南な

ん

部ぶ

に
対た

い

し
て
「
奴ど

隷れ
い

制せ
い

に
固こ

執し
つ

し
た
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼は

る
傲ご

う

慢ま
ん

さ
に
は
、
わ

が
国く

に

を
石せ

き

油ゆ

禁き
ん

輸ゆ

な
ど
で
追お

い
詰つ

め
、
最さ

い

初し
ょ

の
一い

っ

発ぱ
つ

を
撃う

た
せ

た
だ
け
で
「
侵し

ん

略り
ゃ
く

国こ
く

」
な
る
レ
ッ
テ
ル
を
貼は

っ
た
の
と
同お

な

じ
狡こ

う

猾か
つ

さ
を
感か

ん

ず
る
。

　

他た

者し
ゃ

に
対た

い

し
て
こ
う
い
う
無む

理り

無む

体た
い

な
レ
ッ
テ
ル
貼ば

り
を
す

る
こ
と
自じ

体た
い

が
傲ご

う

慢ま
ん

さ
の
表あ

ら
われ
で
あ
り
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

も
ア
メ
リ
カ

の
南な

ん

部ぶ

人じ
ん

も
、
そ
の
傲ご

う

慢ま
ん

さ
の
被ひ

害が
い

者し
ゃ

な
の
で
あ
る
。

　
こ
う
い
う
歴れ

き

史し

と
文ぶ

ん

化か

を
持も

っ
た
南な

ん

部ぶ

か
ら
や
っ
て
き
た

モ
ー
ガ
ン
氏し

は
、
日に

本ほ
ん

に
来き

て
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
気き

配く
ば

り
を
敏び

ん

感か
ん

に

感か
ん

じ
と
る
感か

ん

性せ
い

を
お
持も

ち
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

私わ
た
し
が
来ら

い

日に
ち

し
て
間ま

も
な
い
頃こ

ろ

、
驚お

ど
ろい
た
の
が
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の

気き

配く
ば

り
で
す
。
相あ

い

手て

の
気き

持も

ち
を
く
み
、
言い

わ
れ
な
く
て
も

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．遅お

く

れ
て
参さ

ん

加か

し
た
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー

（３） ２０１８年第５０５４号 	 ８月	 ４日	（土曜日）

３
．「
奴ど

隷れ
い

解か
い

放ほ
う

の
北ほ

く

部ぶ　

対た
い

         

奴ど

隷れ
い

制せ
い

に
固こ

執し
つ

し
た
南な

ん

部ぶ

」？

リンカーン大
だい

統
とう

領
りょう

気き

を
利き

か
せ
て
行こ

う

動ど
う

し
ま
す
。
相あ

い

手て

の
気き

持も

ち
を
察さ

っ

す
る
の

で
す
。

　
た
と
え
ば
友ゆ

う

人じ
ん

の
家か

族ぞ
く

と
の
夕ゆ

う

食し
ょ
くの
際さ

い

、
し
ょ
う
油ゆ

が
必ひ

つ

要よ
う

だ
と
私わ

た
し
が
気き

づ
く
前ま

え

に
、
友ゆ

う

人じ
ん

の
お
母か

あ

さ
ん
が
先さ

き

に
渡わ

た

し
て

く
れ
た
の
で
、「
す
ご
い
。
な
ぜ
分わ

か
っ
た
の
で
す
か
？
」
と
驚

お
ど
ろ

き
ま
し
た
。
私わ

た
しの
心こ

こ
ろ
を
読よ

ん
だ
か
の
よ
う
な
行こ

う

動ど
う

で
す
。
相あ

い

手て

が
動う

ご

く
前ま

え

に
気き

を
利き

か
せ
て
動う

ご

く
シ
ー
ン
が
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
は

多お
お

い
の
で
す
。［
１
，　
ｐ
１
３
９
］

　
こ
う
い
う
さ
り
げ
な
い
気き

配く
ば

り
に
す
ぐ
に
気き

が
つ
く
ジ
ェ
イ

ソ
ン
氏し

の
鋭え

い

敏び
ん

な
感か

ん

性せ
い

に
も
、
こ
ち
ら
の
方ほ

う

が
「
す
ご
い
。
な

ぜ
分わ

か
っ
た
の
で
す
か
？
」
と
驚お

ど
ろい
て
し
ま
う
。
も
う
一ひ

と
つ
例れ

い

を
挙あ

げ
よ
う
。

　
私わ

た
しは
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

と
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
観か

ん

光こ
う

客き
ゃ
くを
す
ぐ
判は

ん

別べ
つ

で
き
ま

す
。
た
い
て
い
の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

は
、周

し
ゅ
う

囲い

に
ま
で
目め

配く
ば

り
し
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
平へ

い

気き

で
道み

ち

を
ふ
さ
い
で
い
て
、
ほ
か
の
人ひ

と

が
ど
う

な
ろ
う
と
気き

に
す
る
様よ

う

子す

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私わ

た
しが
「
す
い
ま
せ

ん
」
と
い
っ
て
も
知し

ら
ん
顔か

お

で
す
。
一い

っ

方ぽ
う

、
た
い
て
い
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
、
ほ
か
の
人ひ

と

が
通と

お

る
か
ら
邪じ

ゃ

魔ま

に
な
る
と
察さ

っ

し
て
、
あ

ら
か
じ
め
端は

し

に
寄よ

り
ま
す
。［
１
，　
ｐ
１
４
０
］

　

自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

が
常つ

ね

に
周

し
ゅ
う

囲い

に
迷め

い

惑わ
く

を
か
け
て
い
な
い
か
と
目め

配く
ば

り
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
よ
う
な
目め

配く
ば

り
を
し
な
い
人ひ

と

々び
と

に
も
す
ぐ
気き

が
つ
く
の
で
あ
る
。

　

傲ご
う

慢ま
ん

と
謙け

ん

虚き
ょ

と
は
、
単た

ん

に
文ぶ

ん

化か

的て
き

な
問も

ん

題だ
い

だ
け
で
は
な
い
。

ア
メ
リ
カ
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

、
韓か

ん

国こ
く

の
傲ご

う

慢ま
ん

な
歴れ

き

史し

攻こ
う

撃げ
き

が
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の

「
根ね

っ
こ
」
を
傷き

ず

つ
け
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
れ
に
対た

い

し
て
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
ど
う
立た

ち
向む

か
え
ば
良よ

い
の
か
。
彼か

れ

ら
と
同ど

う

様よ
う

の
傲ご

う

慢ま
ん

さ
で
反は

ん

撃げ
き

す
れ
ば
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
謙け

ん

虚き
ょ

さ
が
失う

し
な
わ
れ
て
し
ま

う
。
謙け

ん

虚き
ょ

に
反は

ん

省せ
い

を
続つ

づ

け
る
だ
け
な
ら
、
謙け

ん

虚き
ょ

さ
を
通と

お

り
過す

ご
し
て
、
卑ひ

屈く
つ

に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
こ
う
し
た
傲ご

う

慢ま
ん

な
国く

に

々ぐ
に

が
ひ
っ
か
き
回ま

わ

し
て
い
る
現げ

ん

代だ
い

の
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

で
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
い
か
に
謙け

ん

虚き
ょ

さ
を
失う

し
な
わ
ず
に
彼か

れ

ら
の

傲ご
う

慢ま
ん

さ
に
対た

い

処し
ょ

し
て
い
く
の
か
、
国こ

く

際さ
い

派は

日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
と
っ
て
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
問も

ん

題だ
い

で
あ
る
。
モ
ー
ガ
ン
氏し

の
問と

い
か
け
の
意い

味み

は
こ
こ

に
あ
る
。

　

し
か
し
「
ア
メ
リ
カ
も
中

ち
ゅ
う

国ご
く

も
韓か

ん

国こ
く

も
（
傲ご

う

慢ま
ん

さ
を
）
反は

ん

省せ
い

し
て
（
謙け

ん

虚き
ょ

な
）
日に

本ほ
ん

を
見み

習な
ら

い
な
さ
い
」
と
言い

っ
て
、
聞き

く
耳み

み

を
持も

つ
相あ

い

手て

で
は
な
い
。
傲ご

う

慢ま
ん

だ
か
ら
こ
そ
、
反は

ん

省せ
い

も

し
な
い
だ
ろ
う
。
我わ

れ

々わ
れ

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
方ほ

う

が
ど
う
対た

い

応お
う

す
る
の
か
、

と
考か

ん
が
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

謙け
ん

虚き
ょ

さ
を
守ま

も

り
つ
つ
、
傲ご

う

慢ま
ん

さ
と
戦た

た
か
う
一ひ

と
つ
の
道み

ち

は
「
筋す

じ

を

通と
お

す
」
と
い
う
事こ

と

だ
。「
筋す

じ

」
の
一ひ

と
つ
と
し
て
国こ

く

際さ
い

法ほ
う

や
条

じ
ょ
う

約や
く

が
あ
る
。
例た

と

え
ば
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
「
南な

ん

京き
ん

大だ
い

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

」
非ひ

難な
ん

に
関か

ん

し
て
、

モ
ー
ガ
ン
氏し

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
書か

く
。

　
南な

ん

京き
ん

大だ
い

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

は
西せ

い

洋よ
う

で
は
眉ま

ゆ

唾つ
ば

も
の
と
思お

も

わ
れ
て
い
る
の

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）　

ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
モ
ー
ガ

ン
『
ア
メ
リ
カ
も
中

ち
ゅ
う

国ご
く

も
韓か

ん

国こ
く

も
反は

ん

省せ
い

し
て
日に

本ほ
ん

を
見み

習な
ら

い
な
さ
い
』、
扶ふ

桑そ
う

社し
ゃ

、
Ｈ

３
０

（
２
）
北き

た

野の

幸よ
し

伯の
り

「
ロ
シ
ア

政せ
い

治じ

経け
い

済ざ
い

ジ
ャ
ー
ナ
ル　

Ｎ

ｏ
．
１
７
８
８　

★
日に

本ほ
ん

の

宝た
か
らジ
ェ
イ
ソ
ン
・
モ
ー
ガ
ン
さ

ん
と
は
？
」

７
．「
自じ

分ぶ
ん

が
悪わ

る

く
な
く
て
も

          

謝あ
や
まっ
て
し
ま
う
傾け

い

向こ
う

」

に
、
多お

お

く
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
嘘う

そ

を
信し

ん

じ
て
反は

ん

省せ
い

し
続つ

づ

け
て
い
ま
す
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

の
戦た

た
かい
方か

た

の
特と

く

徴ち
ょ
うは
、
軍ぐ

ん

服ぷ
く

を
着き

て
戦た

た
か
う
の
で
は
な

く
、
国こ

く

際さ
い

法ほ
う

を
無む

視し

し
て
、
一い

っ

般ぱ
ん

市し

民み
ん

を
装

よ
そ
お
っ
て
不ふ

意い

打う

ち

し
て
く
る
こ
と
で
す
。
一い

っ

般ぱ
ん

人じ
ん

に
な
り
す
ま
し
て
弾た

ま

を
打う

つ
の

で
す
か
ら
、
反は

ん

撃げ
き

す
る
と
一い

っ

般ぱ
ん

人じ
ん

を
殺こ

ろ

し
た
よ
う
に
見み

え
て
し

ま
い
ま
す
。
犠ぎ

牲せ
い

に
な
っ
た
人ひ

と

は
気き

の
毒ど

く

で
す
が
、
そ
れ
は
日に

本ほ
ん

が
悪わ

る

い
の
で
は
な
く
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

が
国こ

く

際さ
い

法ほ
う

を
破や

ぶ
っ
て
い
る
か
ら

民み
ん

間か
ん

人じ
ん

の
犠ぎ

牲せ
い

に
な
っ
た
の
で
す
。

　
で
す
か
ら
日に

本ほ
ん

は
「
わ
れ
わ
れ
は
国こ

く

際さ
い

法ほ
う

を
守ま

も
っ
て
戦

た
た
か
っ
た
」

と
堂ど

う

々ど
う

と
言い

え
ば
い
い
だ
け
の
話は

な
し
で
す
。「
ル
ー
ル
違い

反は
ん

も
虐

ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

も
日に

本ほ
ん

は
し
て
い
な
い
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
方ほ

う

こ
そ
ル
ー
ル
違い

反は
ん

や
虐

ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

を
し
て
い
た
」
と
、
証

し
ょ
う

拠こ

を
出だ

し
て
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
、
論ろ

ん

破ぱ

す
れ

ば
い
い
だ
け
で
す
。［
１
，　
ｐ
８
１
］

　

国こ
く

際さ
い

法ほ
う

や
条

じ
ょ
う

約や
く

を
も
と
に
主し

ゅ

張ち
ょ
うす
べ
き
こ
と
を
主し

ゅ

張ち
ょ
うす
る
の

は
、
傲ご

う

慢ま
ん

で
は
な
い
。
逆ぎ

ゃ
く
に
国こ

く

際さ
い

法ほ
う

や
条

じ
ょ
う

約や
く

を
無む

視し

し
た
言い

い
分ぶ

ん

に
屈く

つ

し
て
し
ま
う
の
は
、
謙け

ん

虚き
ょ

で
は
な
く
卑ひ

屈く
つ

で
あ
る
。

　

謙け
ん

虚き
ょ

と
卑ひ

屈く
つ

の
境

さ
か
い

目め

は
「
筋す

じ

を
通と

お

し
た
生い

き
方か

た

」
を
す
る

か
ど
う
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
傲ご

う

慢ま
ん

と
は
、そ
の「
筋す

じ

」
を
超こ

え
て
、自じ

己こ

主し
ゅ

張ち
ょ
うを
す
る
こ
と
で
あ
る
。

筋す
じ

を
通と

お

し
つ
つ
、
思お

も

い
や
り
に
満み

ち
た
接せ

っ

し
方か

た

を
す
る
こ
と
が
、

謙け
ん

虚き
ょ

な
生い

き
方か

た

な
の
で
あ
る
。

　
「
罪つ

み

も
な
い
の
に
い
つ
ま
で
も
悔く

い
改あ

ら
た
め
て
い
る
」
と
い
う
の

が
、
モ
ー
ガ
ン
氏し

が
感か

ん

じ
る
日に

本ほ
ん

の
特と

く

徴ち
ょ
うだ
そ
う
だ
。

　
「
自じ

分ぶ
ん

が
悪わ

る

い
」
と
素す

直な
お

に
認み

と

め
る
の
は
い
い
こ
と
で
す
が
、

事こ
と

を
荒あ

ら

立だ

て
た
く
な
い
か
ら
な
の
か
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
、
自じ

分ぶ
ん

が

悪わ
る

く
な
く
て
も
謝

あ
や
ま
っ
て
し
ま
う
傾け

い

向こ
う

が
あ
り
ま
す
。・
・
・

　
実じ

つ

は
ア
メ
リ
カ
南な

ん

部ぶ

出し
ゅ
っ

身し
ん

の
私わ

た
し
も
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
近ち

か

い
そ
の

メ
リ
カ
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

、
韓か

ん

国こ
く

を
挙あ

げ
て
い
る
の
は
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
。
こ
れ

に
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

を
加く

わ

え
れ
ば
、
お
そ
ら
く
こ
の
４
国こ

く

は
そ
の
傲ご

う

慢ま
ん

さ
か
ら
、
世せ

界か
い

で
最も

っ
と
も
嫌き

ら

わ
れ
て
い
る
国く

に

で
あ
ろ
う
。

　

世せ

界か
い

に
は
２
０
０
近ち

か

い
国く

に

や
地ち

域い
き

が
あ
る
が
、
そ
の
大た

い

半は
ん

は
人じ

ん

口こ
う

や
経け

い

済ざ
い

規き

模ぼ

か
ら
い
っ
て
も
小

し
ょ
う

国こ
く

で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
自お

の

ず
か
ら
謙け

ん

虚き
ょ

な
生い

き
方か

た

を
し
て
い
る
国く

に

が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
そ
し
て
、
わ
が
国く

に

は
世せ

界か
い

有ゆ
う

数す
う

の
大た

い

国こ
く

で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うか
ら
謙け

ん

虚き
ょ

な
国く

に

と
し
て
評

ひ
ょ
う

価か

さ
れ
て
い
る
。

　

現げ
ん

在ざ
い

の
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

は
、
国こ

っ

家か

は
規き

模ぼ

に
か
か
わ
ら
ず
対た

い

等と
う

だ
と
い
う
の
が
原げ

ん

則そ
く

で
あ
る
か
ら
、
日に

本ほ
ん

が
ど
ん
な
小

し
ょ
う

国こ
く

に
対た

い

し
て
も
謙け

ん

虚き
ょ

に
対た

い

等と
う

に
付つ

き
合あ

っ
て
い
る
様さ

ま

は
、
筋す

じ

を
通と

お

し
た

謙け
ん

虚き
ょ

さ
と
し
て
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

に
大た

い

変へ
ん

好こ
の

ま
し
く
受う

け
と
め
ら
れ

て
い
る
。

　

逆ぎ
ゃ
くに
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

や
韓か

ん

国こ
く

、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
国こ

く

際さ
い

法ほ
う

や
条

じ
ょ
う

約や
く

も
無む

視し

し
た
傲ご

う

慢ま
ん

さ
は
、
多お

お

く
の
国く

に

が
嫌き

ら

い
、
警け

い

戒か
い

し
て
い
る
。
従

し
た
が
っ

て
我わ

が
日に

本ほ
ん

が
筋す

じ

を
通と

お

し
て
、
こ
の
３
国こ

く

に
国こ

く

際さ
い

法ほ
う

や
条

じ
ょ
う

約や
く

を
守ま

も

る
事こ

と

を
要よ

う

求き
ゅ
うす
る
こ
と
は
、国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

全ぜ
ん

体た
い

に
と
っ
て
も
、

好こ
の

ま
し
い
影え

い

響き
ょ
うを
持も

た
ら
す
は
ず
で
あ
る
。
我わ

れ

々わ
れ

日に

本ほ
ん

人じ
ん

が

学ま
な

ぶ
べ
き
は
、そ
う
し
た「
筋す

じ

を
通と

お

し
た
謙け

ん

虚き
ょ

さ
」な
の
で
あ
る
。

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

５
．
彼か

れ

ら
の
傲ご

う

慢ま
ん

さ
に

        

ど
う
対た

い

処し
ょ

し
て
い
く
の
か

６
．「
筋す

じ

を
通と

お

す
」

『
ア
メ
リ
カ
も
中ち

ゅ
う

国ご
く

も
韓か

ん

国こ
く

も

　
　
　
　
　
　

反は
ん

省せ
い

し
て
日に

本ほ
ん

を
見み

習な
ら

い
な
さ
い
』

４
．
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
気き

配く
ば

り
に
驚お

ど
ろ

く
感か

ん

性せ
い

８
．
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

で

         

筋す
じ

を
通と

お

し
た
謙け

ん

虚き
ょ

さ
を

近ち
か

く
の
カ
リ
ブ
海か

い

の
影え

い

響き
ょ
うで
、

食た

べ
物も

の

も
伝で

ん

統と
う

的て
き

で
ロ
ー
カ

ル
な
も
の
が
美お

味い

し
い
。
黒こ

く

人じ
ん

が
ジ
ャ
ズ
を
生う

ん
だ
土と

地ち

で
も
あ
る
。
文ぶ

ん

化か

的て
き

な
多た

様よ
う

性せ
い

が
く
つ
ろ
い
だ
雰ふ

ん

囲い

気き

を

醸か
も

し
出だ

し
て
い
る
。

　

人ひ
と

柄が
ら

の
面め

ん

で
も
、
東と

う

部ぶ

や

中ち
ゅ
う

西せ
い

部ぶ

の
ア
メ
リ
カ
人じ

ん

か
ら

は
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ
に
似に

た
謹き

ん

厳げ
ん

さ
を
感か

ん

じ
る
が
、
南な

ん

部ぶ

で
は
フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア

の
よ
う
な
親し

た

し
み
や
す
さ
を

感か
ん

じ
る
事こ

と

が
多お

お

い
。
南な

ん

部ぶ

で

よ
う
な
精せ

い

神し
ん

性せ
い

が
あ
り
ま
す
。
南な

ん

北ぼ
く

戦せ
ん

争そ
う

に
負ま

け
た

者も
の

た
ち
の
子し

孫そ
ん

だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
悪わ

る

く
な
く
と
も

「Im
 sorry

」
と
つ
い
いっ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
北ほ

く

部ぶ

に
住す

ん
で
い
た
時と

き

の
私わ

た
しは
、
常つ

ね

に
謝

あ
や
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
バ
ス
が
遅お

く

れ
て
職

し
ょ
く

場ば

に
遅ち

刻こ
く

し
た
時と

き

も
「
ご

め
ん
な
さ
い
、す
み
ま
せ
ん
、申も

う

し
わ
け
な
い
で
す
」と
。

「
悪わ

る

い
の
は
遅お

く

れ
た
バ
ス
で
、
お
前ま

え

が
悪わ

る

い
わ
け
じ
ゃ

な
い
。
謝あ

や
まる
な
」
と
よ
く
言い

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
一ひ

と

人り

私わ
た
しだ
け
で
は
な
く
ア
メ
リ
カ
南な

ん

部ぶ

人じ
ん

一い
っ

般ぱ
ん

の
気き

性
し
ょ
う

と
言い

え
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
は
、
わ
り
と
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
近ち

か

い
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
な
の
で
す
。［
１
，　
ｐ

３
］

　

自じ

分ぶ
ん

が
悪わ

る

く
て
も
謝あ

や
ま
ら
な
い
傲ご

う

慢ま
ん

な
国く

に

々ぐ
に

に
囲か

こ

ま

れ
て
、
事こ

と

を
荒あ

ら

立だ

て
な
い
た
め
に
、
こ
ち
ら
が
悪わ

る

く

な
く
と
も
謝

あ
や
ま
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
謙け

ん

虚き
ょ

で
は
な
く
、

筋す
じ

を
曲ま

げ
た
卑ひ

屈く
つ

さ
な
の
で
あ
る
。

　

モ
ー
ガ
ン
氏し

が
反は

ん

省せ
い

を
求も

と

め
る
相あ

い

手て

と
し
て
、
ア
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と
は
間ま

違ち
が

い
な
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

岐ぎ

阜ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

創そ
う

立り
つ

８
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

で
は
、
一い

っ

般ぱ
ん

財ざ
い

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

国こ
く

際さ
い

ク
ラ
ブ
（
青あ

お

山や
ま

る
み
・

青あ
お

山や
ま

英ひ
で

世よ

理り

事じ

長ち
ょ
う）
の
高た

か

橋は
し

雄ゆ
う

造ぞ
う

専せ
ん

務む

理り

事じ

が
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

と
県け

ん

連れ
ん

に
２
０
０
万ま

ん

円え
ん

ず
つ

手て

渡わ
た

し
た
。
国こ

く

際さ
い

ク
ラ
ブ
は

岐ぎ

阜ふ

県け
ん

に
あ
り
、
災さ

い

害が
い

や
日に

本ほ
ん

語ご

学が
く

習し
ゅ
うな
ど
に
お
け
る
幅は

ば

広ひ
ろ

い
支し

援え
ん

を
行

お
こ
な

っ
て
い
る
。
こ

　

ブ
ラ
ジ
ル
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
長な

が

屋や

充み
つ

良よ
し

会か
い

長ち
ょ
う）
は
「
県け

ん

人じ
ん

会か
い

創そ
う

立り
つ

８
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、
移い

住じ
ゅ
う１
０
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

農の
う

業ぎ
ょ
う

高こ
う

校こ
う

生せ
い

海か
い

外が
い

実じ
っ

習し
ゅ
う

派は

遣け
ん

４
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

」
を
７
月が

つ

２
９
日に

ち

、
聖せ

い

市し

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

の
広ひ

ろ

島し
ま

文ぶ
ん

化か

セ
ン
タ
ー
で
開か

い

催さ
い

し
た
。
約や

く

４
０
人に

ん

が
母ぼ

県け
ん

か
ら
駆か

け
つ
け
節ふ

し

目め

の
日ひ

を
祝し

ゅ
くし
た
。
今こ

年と
し

２
月が

つ

に
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
た
長な

が

屋や

会か
い

長ち
ょ
う（
５
９
、関せ

き

市し

）は
、

県け
ん

人じ
ん

会か
い

を
活か

っ

性せ
い

化か

し
離は

な

れ
て
い
た
若わ

か

手て

会か
い

員い
ん

を
再ふ

た
た
び
呼よ

び
込こ

み
た
い
考か

ん
が
え
だ
。
来ら

い

年ね
ん

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
構こ

う

想そ
う

や
、
式し

き

典て
ん

に

参さ
ん

加か

し
た
若わ

か

手て

会か
い

員い
ん

の
声こ

え

を
聞き

い
た
。

れ
ま
で
も
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

に
寄き

付ふ

を
行

お
こ
な

っ
て
い
た
。
高た

か

橋は
し

専せ
ん

務む

理り

事じ

は
「
発は

っ

展て
ん

の
た
め
の

尽じ
ん

力り
ょ
くに
敬け

い

意い

を
表あ

ら
わ

し
ま
し
た
」

と
寄き

付ふ

の
理り

由ゆ
う

を
説せ

つ

明め
い

し
た
。

長な
が

屋や

会か
い

長ち
ょ
うは
「
運う

ん

営え
い

の
た
め

に
大た

い

切せ
つ

に
遣つ

か

わ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
話は

な

し
た
。
県け

ん

連れ
ん

の
分ぶ

ん

は
イ
ビ
ラ
プ
エ
ラ
公こ

う

園え
ん

の
慰い

霊れ
い

碑ひ

の
管か

ん

理り

費ひ

な
ど

に
充あ

て
ら
れ
る
予よ

定て
い

だ
と
い

う
。

業ぎ
ょ
う

高こ
う

校こ
う

生せ
い

、
地じ

元も
と

企き

業ぎ
ょ
うの
代だ

い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

ら
約や

く

４
０
人に

ん

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

。

来ら
い

賓ひ
ん

と
し
て
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

や
県け

ん

連れ
ん

の
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

会か
い

長ち
ょ
うら
も
参さ

ん

列れ
つ

し
た
。

　

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

に
祝

し
ゅ
く

辞じ

や
県け

ん

人じ
ん

へ
の
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うな
ど
で
始は

じ

ま
り
、

参さ
ん

列れ
つ

者し
ゃ

一い
ち

同ど
う

で
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

民み
ん

歌か

を
歌う

た

っ
て
式し

き

を
終お

え
た
。
会か

い

食し
ょ
くで
は
鏡

か
が
み

割わ

り
と
乾か

ん

杯ぱ
い

で
記き

念ね
ん

の
節ふ

し

目め

を
祝し

ゅ
くし
た
。

　

長な
が

屋や

会か
い

長ち
ょ
うは
「
つ
つ
が
な

く
進し

ん

行こ
う

し
て
良よ

か
っ
た
」
と

胸む
ね

を
撫な

で
下お

ろ
す
。
今こ

ん

式し
き

典て
ん

は
昔む

か
し

か
ら
の
会か

い

員い
ん

に
加く

わ

え
、

県け
ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

経け
い

験け
ん

者し
ゃ

や
、
会か

い

長ち
ょ
うと
縁え

ん

の
あ
る
日に

っ

系け
い

企き

業
ぎ
ょ
う

駐ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

、
会か

い

長ち
ょ
うの
家か

族ぞ
く

な
ど

総そ
う

動ど
う

員い
ん

で
準

じ
ゅ
ん

備び

に
当あ

た
っ
た
。

　

長な
が

屋や

会か
い

長ち
ょ
うは
現げ

ん

在ざ
い

５
９
歳さ

い

で
現げ

ん

役え
き

の
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
タ
ー

（
手し

ゅ

技ぎ

療り
ょ
う

法ほ
う

士し

）、
理り

学が
く

療
り
ょ
う

法ほ
う

士し

と
し
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
経け

い

営え
い

。
目め

指ざ

す
は
「
若わ

か

手て

が
参さ

ん

加か

す
る
会か

い

」
だ
。
１
２
年ね

ん

に

会か
い

館か
ん

売ば
い

却き
ゃ
く、
現げ

ん

在ざ
い

は
リ
ベ
ル

ダ
ー
デ
駅え

き

近ち
か

く
の
ビ
ル
に
事じ

務む

所し
ょ

だ
け
構か

ま

え
る
。
イ
ベ
ン

ト
を
開か

い

催さ
い

で
き
な
い
こ
と
で

若わ
か

手て

が
離は

な

れ
て
い
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
は
業

ぎ
ょ
う

者し
ゃ

に
調

ち
ょ
う

理り

・
販は

ん

売ば
い

を
委い

託た
く

し

て
出

し
ゅ
っ

店て
ん

し
て
い
た
が
、
来ら

い

年ね
ん

は
自じ

分ぶ
ん

た
ち
で
や
る
つ
も
り
。

「
会か

い

が
活か

つ

動ど
う

し
て
い
る
こ
と

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
関か

ん

心し
ん

を
示し

め

さ
な
か
っ
た
若わ

か

手て

も
集あ

つ

ま
る
」
と
し
、「
郷

き
ょ
う

土ど

料り
ょ
う

理り

の
鶏け

い

ち
ゃ
ん
（
タ
レ
に
漬つ

け
込こ

ん
だ
鶏と

り

肉に
く

と
野や

菜さ
い

を
焼や

い
た

料り
ょ
う

理り

）
や
五ご

平へ
い

餅も
ち

を
売う

り
た

い
」
と
意い

気き

込ご

む
。

　

着き

物も
の

姿す
が
たで
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

を
出で

迎む
か

え
た
大お

お

野の

ル
マ
さ
ん
（
３
０
、

三さ
ん

世せ
い

）
は
、
南な

ん

大た
い

河が

州し
ゅ
うポ
ル

ト
・
ア
レ
グ
レ
市し

か
ら
来き

て

式し
き

典て
ん

を
手て

伝つ
だ

っ
た
。
１
２
年ね

ん

に
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

で
岐ぎ

阜ふ

大だ
い

学が
く

で

　

ブ
ラ
ジ
ル
郷

き
ょ
う

土ど

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

（
斉さ

い

藤と
う

美み

恵え

会か
い

長ち
ょ
う

）
は
『
第だ

い

３
０
回か

い

慈じ

善ぜ
ん

協き
ょ
う

力り
ょ
くブ
ラ
ジ
ル

郷き
ょ
う

土ど

民み
ん

謡よ
う

全ぜ
ん

伯は
く

大た
い

会か
い

』
を

５
日か

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

か
ら
、
リ
ベ

ル
ダ
ー
デ
区く

の
宮み

や

城ぎ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（R
u

a Fag
u

n
d

es, 
152

）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。
今こ

ん

回か
い

は
非ひ

日に
っ

系け
い

も
混ま

じ
っ
た
約や

く

８
０
人に

ん

が
歌う

た

声ご
え

を
競き

そ

う
ほ

か
、
日に

本ほ
ん

か
ら
の
慶け

い

祝し
ゅ
く

使し

節せ
つ

団だ
ん

４
人に

ん

も
特と

く

別べ
つ

シ
ョ
ー
で
歌う

た

声ご
え

を
披ひ

露ろ
う

す
る
。
３
日か

、
案あ

ん

内な
い

の
た
め
一い

っ

行こ
う

が
来ら

い

社し
ゃ

し

た
。

　

日に

本ほ
ん

か
ら
は
日に

本ほ
ん

郷き
ょ
う

土ど

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

の
椿

つ
ば
き

真し
ん

二じ

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
う（
団だ

ん

長ち
ょ
う

代だ
い

行こ
う

、
名め

い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

）、
椿

つ
ば
き

真し
ん

次じ

、
椿

つ
ば
き

真ま
さ

代よ

志し

、
小お

椋ぐ
ら

孝た
か

子こ

公こ
う

認に
ん

教き
ょ
う

授じ
ゅ

が

参さ
ん

加か

。
３
日か

に
イ
ビ
ラ
プ
エ

ラ
公こ

う

園え
ん

内な
い

の
開か

い

拓た
く

先せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

慰い

霊れ
い

碑ひ

を
訪ほ

う

問も
ん

し
た
後あ

と

、
芸げ

い

能の
う

講こ
う

習し
ゅ
う

会か
い

や
懇こ

ん

親し
ん

会か
い

で
芸げ

い

能の
う

発は
っ

表ぴ
ょ
うす
る
な
ど
、
当と

う

地ち

の
唄う

た

い

手て

ら
と
交こ

う

流り
ゅ
うし
た
。

学ま
な

び
、
並へ

い

行こ
う

し
て
デ
カ
セ
ギ

の
た
め
の
医い

療り
ょ
う

通つ
う

訳や
く

を
務つ

と

め

た
。
普ふ

段だ
ん

は
ポ
ル
ト
・
ア
レ

グ
レ
市し

で
理り

学が
く

療り
ょ
う

法ほ
う

士し

と
し

て
働は

た
ら
き
な
が
ら
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の

活か
つ

動ど
う

に
参さ

ん

加か

す
る
。

　

大お
お

野の

さ
ん
は
「
県け

ん

費ぴ

で
留

り
ゅ
う

学が
く

さ
せ
て
も
ら
っ
た
恩お

ん

が
あ

る
。
こ
う
し
て
使つ

か

え
ば
日に

本ほ
ん

語ご

を
忘わ

す

れ
な
い
。
そ
の
方ほ

う

が

自じ

分ぶ
ん

の
た
め
に
な
る
わ
」と
し
、

「
子こ

供ど
も

が
で
き
た
ら
小ち

い

さ
い

　

同ど
う

大た
い

会か
い

に
は
５
回か

い

ご
と
に

日に

本ほ
ん

か
ら
の
慶け

い

祝し
ゅ
く

施し

設せ
つ

団だ
ん

が
参さ

ん

加か

し
て
い
る
。
５
回か

い

目め

の
来ら

い

伯は
く

と
な
っ
た
椿

つ
ば
き

事じ

務む

局
き
ょ
く

長ち
ょ
うは
「
み
な
さ
ん
強つ

よ

い
郷

き
ょ
う

土ど

愛あ
い

を
持も

っ
て
歌う

た

っ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
使つ

か

っ
て
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
得え

て
、
正せ

い

確か
く

な

歌う
た

を
習

し
ゅ
う

得と
く

し
て
い
る
」
と
高た

か

く
評

ひ
ょ
う

価か

し
た
。

　

初は
つ

来ら
い

伯は
く

の
真し

ん

次じ

公こ
う

認に
ん

教き
ょ
う

授じ
ゅ

も
「
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
継け

い

承し
ょ
うす
る

人ひ
と

と
の
交こ

う

流り
ゅ
うが
楽た

の

し
み
」
と

「無
む

実
じつ

の枢
すう

軸
じく

国
こく

移
い

民
みん

への復
ふく

讐
しゅう

」と語
かた

るジョーゴ前
ぜん

聖
せい

州
しゅう

議
ぎ

さっそく、駅
えき

の看
かん

板
ばん

が付
つ

け替
か

えられた。「Next Station: Japão – 
Liberdade」（次

つぎ

の駅
えき

は日
に

本
ほん

―リベルダーデ）――そんなアナウ
ンスがメトロの中

なか

で響
ひび

くことになりそうだ（写
しゃ

真
しん

＝望
もち

月
づき

二
じ

郎
ろう

）

　

昨さ
く

年ね
ん

に
続つ

づ

い
て
サ
ン
ト
ス

強き
ょ
う

制せ
い

立た
ち

退の

き
者し

ゃ

追つ
い

悼と
う

ミ
サ
が

７
月が

つ

２
９
日に

ち

（
日に

ち

）
午ご

前ぜ
ん

８

時じ

か
ら
、
聖せ

い

市し

の
サ
ン
ゴ
ン

サ
ロ
教

き
ょ
う

会か
い

で
行お

こ
な

わ
れ
た
。
マ

ノ
エ
ル
・
ジ
ア
ス
・
オ
リ
ベ
イ

ラ
神し

ん

父ぷ

が
司し

祭さ
い

を
務つ

と

め
、
約や

く

５
０
人に

ん

が
参さ

ん

加か

し
た
。

　

途と

中ち
ゅ
う、
壇だ

ん

上じ
ょ
うに
立た

っ
た
白し

ら

沢さ
わ

ノ
ト
ブ
ル
ガ
修

し
ゅ
う

道ど
う

女じ
ょ

は
、

「
私わ

た
し

た
ち
は
７
５
年ね

ん

前ま
え

に
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

と
子し

孫そ
ん

が
サ
ン
ト
ス

か
ら
追つ

い

放ほ
う

さ
れ
た
苦く

る

し
み
と

哀か
な

し
み
、
嘆な

げ

き
を
思お

も

い
起お

こ

し
ま
す
。
多お

お

く
の
方か

た

が
犠ぎ

牲せ
い

に
な
っ
た
ご
霊れ

い

魂こ
ん

の
た
め
に
お

祈い
の

り
し
ま
す
。
そ
し
て
、
生い

き
延の

び
た
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
勇ゆ

う

気き

と

堅け
ん

忍に
ん

に
敬け

い

服ふ
く

し
ま
す
。
全す

べ

て

の
困こ

ん

難な
ん

を
乗の

り
越こ

え
、
家か

庭て
い

を
盛も

り
上あ

げ
、
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

の
善ぜ

ん

の
た
め
に
今こ

ん
に
ち日
ま
で

献け
ん

身し
ん

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感か

ん

謝し
ゃ

と
賛さ

ん

美び

を
捧さ

さ

げ
、
今こ

ん

後ご

の

活か
つ

躍や
く

の
た
め
に
お
祈い

の

り
し
ま

す
」
と
唱と

な

え
、
全ぜ

ん

員い
ん

が
聖せ

い

書し
ょ

の
祈い

の

り
を
唱

し
ょ
う

和わ

し
た
。

　

聖せ
い

市し

議ぎ

会か
い

（V
iad

u
to 

Jacarei, 1
0

0

）
で
第だ

い

２

次じ

世せ

界か
い

大た
い

戦せ
ん

時じ

の
死し

者し
ゃ

、
原げ

ん

爆ば
く

被ひ

爆ば
く

者し
ゃ

を
弔と

む
ら

う
た
め
、
追つ

い

悼と
う

法ほ
う

要よ
う

が
６
日か

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

か

ら
行お

こ

な
わ
れ
る
。

　

広ひ
ろ

島し
ま

、
長な

が

崎さ
き

、
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

も
参さ

ん

加か

す
る
。
主し

ゅ

催さ
い

は
羽は

藤と
う

ジ
ョ
ー
ジ
聖せ

い

州し
ゅ
う

議ぎ

、
ジ
ョ

ル
ジ
聖せ

い

市し

議ぎ

。
参さ

ん

加か

費ひ

無む

料
り
ょ
う

だ
が
、
要よ

う

申も
う
し

込こ
み

。

　

問と

い
合あ

わ
せ
、
申

も
う
し

込こ
み

は

ジ
ョ
ル
ジ
聖せ

い

市し

議ぎ

（
電で

ん

話わ

＝

１
１
・
３
３
９
６
・
４
２
９
８

／
メ
ー
ル
＝g

vh
ato

@
cam

ara.sp
.g

o
v.b

r

）

ま
で
。

　
　
　
　
　

◎

　

西に
し

日に

本ほ
ん

豪ご
う

雨う

災さ
い

害が
い

に
つ
い

て
講こ

う

演え
ん

し
た
田た

中な
か

竜り
ゅ
う

二じ

日に
っ

伯ぱ
く

交こ
う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い

理り

事じ

長ち
ょ
う

は
「
ご

年ね
ん

配ぱ
い

の
方か

た

に
多お

お

か
っ
た
が
、
過か

去こ

の
経け

い

験け
ん

か
ら
『
う
ち
の
家い

え

は
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

だ
』と
逃に

げ
遅お

く

れ
、

亡な

く
な
っ
た
方か

た

が
多お

お

い
。
ど
こ

か
の
地ち

域い
き

で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
た
小ち

い

さ
な
町ま

ち

の

中な
か

で
は
避ひ

難な
ん

が
き
ち
ん
と
で

き
た
。
緊き

ん

急き
ゅ
う

時じ

は
『
大だ

い

丈
じ
ょ
う

夫ぶ

』
で
は
な
く
し
っ
か
り
避ひ

難な
ん

を
」と
注

ち
ゅ
う

意い

を
述の

べ
た
。ま
た
、

講こ
う

演え
ん

に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
て
い
た
来ら

い

伯は
く

中ち
ゅ
うの
山や

ま

戸と

邦く
に

子こ

さ
ん
（
４
３
、

広ひ
ろ

島し
ま

市し

）
は
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ヘ

ッ
ジ
・
ソ
シ
ア
ウ
）
が
発は

っ

達た
つ

し

た
今い

ま

、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
頼た

の

ま
れ
、
行い

っ
た
も
の

の
人ひ

と

が
入は

い

れ
る
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うで
は
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
。
情

じ
ょ
う

報ほ
う

の
扱あ

つ
か
い
に
も
気き

を
つ
け
て
」
と

語か
た

っ
た
。

　

式し
き

典て
ん

に
は
母ぼ

県け
ん

か
ら
神ご

う

門ど

純じ
ゅ
ん

一い
つ

副ふ
く

知ち

事じ

、
野の

島じ
ま

征い
く

夫お

県け
ん

議ぎ

会か
い

副ふ
く

議ぎ

長ち
ょ
う、
４
市し

の
市し

長ち
ょ
うや
副ふ

く

市し

長ち
ょ
う、
派は

遣け
ん

中ち
ゅ
うの
農の

う

長な
が

屋や

会か
い

長ち
ょ
う

「
若わ

か

手て

呼よ

び
込こ

む
！
」

母ぼ

県け
ん

の
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

４
０
人に

ん

が
祝し

ゅ
く

福ふ
く

語か
た

っ
た
。

　

大た
い

会か
い

で
は
各か

く

年ね
ん

齢れ
い

別べ
つ

の
コ

ン
ク
ー
ル
が
行お

こ

な
わ
れ
た

後あ
と

、
ブ
ラ
ジ
ル
郷

き
ょ
う

土ど

民み
ん

謡よ
う

協
き
ょ
う

会か
い

創そ
う

立り
つ

３
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を
予よ

定て
い

し
て
い
る
。
昼

ち
ゅ
う

食し
ょ
くお

よ
び
慶け

い

祝し
ゅ
く

使し

節せ
つ

団だ
ん

に
よ
る
特と

く

別べ
つ

シ
ョ
ー
の
後あ

と

、
午ご

ご後
１
時じ

か
ら
再ふ

た
た

び
コ
ン
ク
ー
ル
、
決け

っ

勝し
ょ
う

戦せ
ん

や
入

に
ゅ
う

賞し
ょ
う

者し
ゃ

発は
っ

表ぴ
ょ
う

な
ど

が
行お

こ

な
わ
れ
る
。

今こ
ん

週し
ゅ
う

末ま
つ

、
７
９
人に

ん

が
歌う

た

声ご
え

競き
そ

う

ブ
ラ
ジ
ル
郷き

ょ
う

土ど

民み
ん

謡よ
う

全ぜ
ん

伯ぱ
く

大た
い

会か
い

「
追つ

い

放ほ
う

さ
れ
た
苦く

る

し
み
と
哀か

な

し
み
想そ

う

起き

」

サ
ン
ト
ス
強き

ょ
う

制せ
い

立た
ち

退の

き
者し

ゃ

追つ
い

悼と
う

ミ
サ

部ぶ

（
１
１
・
５
５
７
３
・
４ 

３
４
９
）
ま
で
。

岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

人
じん

会
かい

が創
そう

立
りつ

80 周
しゅう

年
ねん

式
しき

典
てん

（７） ２０１８年第５０５４号 	 ８月	 ４日	（土曜日）

左
ひだり

から野
の

島
じま

副
ふく

議
ぎ

長
ちょう

、神
ごう

門
ど

副
ふく

知
ち

事
じ

、長
なが

屋
や

会
かい

長
ちょう

、一
いっ

般
ぱん

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

国
こく

際
さい

クラブの高
たか

橋
はし

雄
ゆう

造
ぞう

専
せん

務
む

理
り

事
じ

案
あん

内
ない

のため来
らい

社
しゃ

した皆
みな

さん

聖せ
い

市し

議ぎ

会か
い

で
原げ

ん

爆ば
く

死し

没ぼ
つ

者し
ゃ

追つ
い

悼と
う

法ほ
う

要よ
う

広ひ
ろ

島し
ま

、
長な
が

崎さ
き

、
沖お
き

縄な
わ

共き
ょ
う

催さ
い

で
６
日か

　

最さ
い

後ご

に
ア
ド
リ
ア
ー
ノ
・

ジ
ョ
ー
ゴ
前ぜ

ん

聖せ
い

州し
ゅ
う

議ぎ

も
マ
イ

ク
を
握に

ぎ

り
、「
こ
の
強

き
ょ
う

制せ
い

立た

ち

退の

き
は
、
ア
メ
リ
カ
に
組く

み

し
た
ヴ
ァ
ガ
ス
独ど

く

裁さ
い

政せ
い

権け
ん

に

よ
る
、
無む

実じ
つ

の
枢す

う

軸じ
く

国こ
く

移い

民み
ん

へ
の
復ふ

く

讐し
ゅ
う

だ
。
イ
タ
リ
ア
移い

民み
ん

、
ド
イ
ツ
移い

民み
ん

も
財ざ

い

産さ
ん

や

家か

庭て
い

を
失う

し
な

い
、
屈く

つ

辱じ
ょ
くを
受う

け

た
。
こ
の
ミ
サ
は
そ
ん
な
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

を
忘わ

す

れ
ず
に
追つ

い

悼と
う

す
る

重じ
ゅ
う

要よ
う

な
も
の
。
７
５
年ね

ん

前ま
え

の

日に

本ほ
ん

か
ら
も
４
人に

ん

が
出し

ゅ
つ

演え
ん

頃こ
ろ

か
ら
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
活か

つ

動ど
う

に
参さ

ん

加か

さ
せ
、
日に

本ほ
ん

語ご

も
教お

し

え
る
」

と
話は

な

し
た
。

　

県け
ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

研け
ん

修し
ゅ
うに
行い

っ
た

若わ
か

手て

の
大た

い

半は
ん

は
、
そ
の
後ご

疎そ

遠え
ん

に
な
る
。
大お

お

野の

さ
ん
の
よ

う
に
関か

か

わ
り
続つ

づ

け
る
人ひ

と

は
珍

め
ず
ら

し
い
。
長な

が

屋や

会か
い

長ち
ょ
うは
「
来ら

い

年ね
ん

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
に
は
多お

お

く
の
人ひ

と

に
声こ

え

を
か
け
、
準

じ
ゅ
ん

備び

か
ら
盛も

り
上あ

げ
て
い
く
。
一い

っ

緒し
ょ

に
何な

に

か
を
す
る
こ
と
で
若わ

か

い
人ひ

と

た

ち
に
岐ぎ

阜ふ

精せ
い

神し
ん

を
伝つ

た

え
た
い
」

と
意い

気き

込ご

ん
だ
。

　

岐ぎ

阜ふ

県け
ん

人じ
ん

の
移い

住じ
ゅ
う
は

１
９
１
３
年ね

ん

に
、
１
１
家か

族ぞ
く

４
４
人に

ん

が
神こ

う

戸べ

港こ
う

か
ら
若わ

か

狭さ

丸ま
る

で
出

し
ゅ
っ

航こ
う

し
、
５
月が

つ

１
５
日に

ち

に
サ
ン
ト
ス
港こ

う

に
上

じ
ょ
う

陸り
く

し
た

の
が
始は

じ

ま
り
。
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
前ぜ

ん

身し
ん

「
在ざ

い

伯は
く

岐ぎ

阜ふ

県け
ん

人じ
ん

親し
ん

睦ぼ
く

会か
い

」
が
１
９
３
８
年ね

ん

に
発ほ

っ

足そ
く

し
た
が
、
太た

い

平へ
い

洋よ
う

戦せ
ん

争そ
う

の
勃ぼ

っ

発ぱ
つ

後ご

、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
会か

い

合ご
う

を
禁き

ん

じ
ら
れ
活か

つ

動ど
う

を
停て

い

止し

。
５
４

年ね
ん

に
有ゆ

う

志し

が
再ふ

た
た
び
集あ

つ

ま
っ
て
、

現げ
ん

在ざ
い

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

を
設せ

つ

立り
つ

し

た
。

　

７
８
年ね

ん

に
始は

じ

ま
っ
た
「
農の

う

業ぎ
ょ
う

高こ
う

校こ
う

生せ
い

海か
い

外が
い

実じ
っ

習し
ゅ
う

派は

遣け
ん

」

は
、
高こ

う

校こ
う

生せ
い

を
ブ
ラ
ジ
ル
に

派は

遣け
ん

し
農の

う

業ぎ
ょ
う

研け
ん

修し
ゅ
うを
受う

け

さ
せ
る
制せ

い

度ど

。
こ
れ
ま
で
に

４
０
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うが
ブ
ラ
ジ
ル

各か
く

地ち

の
農の

う

家か

を
訪お

と
ず
れ
県け

ん

人じ
ん

、

日に
っ

系け
い

人じ
ん

と
交こ

う

流り
ゅ
うを
深ふ

か

め
た
。

定て
い

し
て
い
る
。
正せ

い

式し
き

に
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

の
事じ

務む

所し
ょ

と
な
れ
ば
、
母ぼ

県け
ん

の
中

ち
ゅ
う

小し
ょ
う

企き

業ぎ
ょ
うが
ブ
ラ
ジ
ル

に
進し

ん

出し
ゅ
つ

す
る
際さ

い

の
サ
ポ
ー
ト

や
観か

ん

光こ
う

地ち

情じ
ょ
う

報ほ
う

の
発は

っ

信し
ん

な
ど

出で

来き

る
こ
と
は
多お

お

い
」と
言い

う
。

「
農の

う

業ぎ
ょ
う

高こ
う

校こ
う

生せ
い

海か
い

外が
い

実じ
っ

習
し
ゅ
う

派は

遣け
ん

」
や
「
県け

ん

警け
い

派は

遣け
ん

語ご

学が
く

研け
ん

修し
ゅ
う」
な
ど
母ぼ

県け
ん

と
の
人じ

ん

的て
き

交こ
う

流り
ゅ
う

が
豊ゆ

た

か
な
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

。

県け
ん

事じ

務む

所し
ょ

が
設せ

つ

立り
つ

さ
れ
れ
ば

よ
り
関か

ん

係け
い

が
強

き
ょ
う

化か

さ
れ
る
こ

　

岐ぎ

阜ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
長な

が

屋や

会か
い

長
ち
ょ
う

は
、
母ぼ

県け
ん

に
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

事じ

務む

所し
ょ

を
ブ
ラ
ジ
ル
に
設せ

っ

置ち

す
る
よ

う
掛か

け
合あ

っ
て
い
る
。「
県け

ん

人じ
ん

会か
い

県け
ん

で
運う

ん

営え
い

し
県け

ん

の
予よ

算さ
ん

や

人じ
ん

員い
ん

を
要よ

う

さ
な
い
方ほ

う

法ほ
う

を
想そ

う

　

問と

い
合あ

わ
せ
は
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

本ほ
ん

ジャポン・リベルダーデ駅
えき

へ

歴れ
き

史し

見み

直な
お

し
を
連れ

ん

邦ぽ
う

政せ
い

府ふ

に

迫せ
ま

り
、
謝し

ゃ

罪ざ
い

請せ
い

求き
ゅ
うを
進す

す

め
る

べ
き
」
と
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
た
。
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Temperaturas atingem 40ºC 
na região central do Japão Estas notícias são produzidas pela 

NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Clima (02/08/2018)

As temperaturas continu-
am subindo em todo o Ja-
pão neste início de agosto, 
após um mês de calor sem 
precedentes que matou mais 
de uma centena de pessoas 
e fez com que dezenas de 

milhares fossem hospitali-
zadas. Na quinta-feira, os 
termômetros registraram 
impressionantes 40 graus 
centígrados na província de 
Gifu, região central do país.
A Agência de Meteorologia 

emitiu novamente um ale-
ta de calor extremo para a 
maior parte do Japão. Trata-
se de uma marca próxima ao 
recorde de 41,1 graus regis-
trado na semana passada ao 
norte de Tóquio.

O Japão e a Rússia vão 
cooperar nos esforços pela 
desnuclearização da Coreia 
do Norte.
Na segunda-feira, o ministro 
dos Negócios Estrangeiros 
do Japão, Taro Kono, e o 

O ator de kyogen Nomura 
Mansai, recém-nomeado di-
retor-chefe das cerimônias 
de abertura e encerramento 
da Olimpíada e Paralimpía-
da de Tóquio-2020, afirmou 
querer que os Jogos sejam 

Uma pesquisa anual mos-
tra que grandes empresas ja-
ponesas planejam aumentar 
seus investimentos de capi-
tal pelo sétimo ano conse-
cutivo. Uma das indústrias a 
serem beneficiadas com tais 
planos será a de empresas 
envolvidas no desenvolvi-
mento de veículos elétricos 
e de nova geração.

O governo dos Estados 
Unidos está mais uma vez 
intensificando sua pressão 
sobre a China no tocante ao 
comércio.
A administração Trump 
considera elevar sua propos-
ta tarifa sobre produtos im-
portados da China num va-
lor adicional de 200 bilhões 
de dólares. Ela passaria de 
10 a 25%.

Até as 14h30 de quinta-fei-
ra, fez 37,3 graus na região 
central da capital japonesa. 
As temperaturas escaldantes 
devem continuar pelo resto 
desta semana.

Diplomacia (01/08/2018)

Tokyo 2020 (31/07/2018)

Economia (02/08/2018)

Economia (02/08/2018)

Japão e Rússia vão trabalhar juntos 
em prol da desnuclearização da 
Coreia do Norte

Diretor-chefe das cerimônias da Olimpíada 
e Paralimpíada de Tóquio-2020 diz o que 
espera dos eventos

Pesquisa prevê aumento dos investimentos 
de capital de empresas japonesas

Estados Unidos intensificam pressão comercial sobre a China

ministro da Defesa, Itsuno-
ri Onodera, se encontraram 
em Moscou com suas con-
trapartes russas, Sergei La-
vrov e Sergei Shoigu.
O chamado encontro “dois 
mais dois” foi o primeiro 

simples mas repletos do es-
pírito japonês.
Na terça-feira, ele e mais 
duas pessoas que serão res-
ponsáveis pela coreografia 
e direção de ambas as ceri-
mônias conversaram com 

Mais de 2 mil empresas res-
ponderam à pesquisa, reali-
zada pelo Banco de Desen-
volvimento do Japão.
Em geral, elas planejam au-
mentar seu investimento de 
capital dentro do país neste 
ano fiscal. O acréscimo será 
de quase 22 por cento em re-
lação ao ano anterior.
Fabricantes planejam au-

A medida vem na esteira de 
uma retaliação nas mesmas 
proporções às tarifas ameri-
canas de 25% sobre produ-
tos chineses equivalentes ao 
montante de 34 bilhões de 
dólares. O lado americano 
alegou violações dos direi-
tos de propriedade intelectu-
al como motivo da elevação.
O representante comercial 
do governo dos Estados 

desde março do ano passado 
e o primeiro na capital russa.
Os ministros avaliaram po-
sitivamente a cúpula en-
tre Kim Jong Un e Donald 
Trump realizada em junho. 
Eles acertaram também que 

repórteres.
Nomura disse que vai se 
inspirar, em parte, em pe-
ças do teatro nô e kyogen e 
que, portanto, o repouso das 
almas e a ressurreição serão 
aspectos significativos nas 

A Polícia Metropolitana 
de Tóquio e outros órgãos 
informaram que o número 
de moradores da capital ja-
ponesa mortos com suspeita 
de insolação ou hipertermia 
chegou a 96 no mês passa-
do. Isso representa quase 4 

vezes mais que as 25 mortes 
registradas no ano anterior.
Em um desses casos, duas 
irmãs de 93 e 84 anos foram 
encontradas mortas em uma 
unidade de moradia popular 
no distrito de Kita. Quando 
uma cuidadora encontrou as 

vítimas, a janela do aparta-
mento estava aberta. Não 
havia ar-condicionado no 
local.
Em outro incidente, a espo-
sa de um homem de 84 anos 
encontrou o marido morto 
com a cabeça apoiada em 

Quase 100 pessoas morreram em 
Tóquio devido a onda de calor em julho

Clima (01/08/2018)

uma mesa em sua casa no 
distrito de Sumida. O quarto 
também não tinha ar-condi-
cionado.
O Corpo de Bombeiros de 
Tóquio pede que a popula-
ção se mantenha hidratada e 
utilize o ar-condicionado de 
maneira adequada.

O governo sul-coreano 
anunciou que as duas Co-
reias concordaram em to-
mar medidas para aliviar as 
tensões na Península Corea-
na. Uma delas será a dimi-
nuição do número de tropas 
em postos de patrulha na 
fronteira entre os países. A 
medida será uma espécie de 
teste.
Oficiais de alta patente de 
ambas as nações se encon-
traram na terça-feira no 
lado sul-coreano do vilarejo 
de trégua de Panmunjom. A 
reunião durou mais de oito 
horas.
A delegação da Coreia do 
Sul foi chefiada pelo ge-
neral-de-brigada Kim Do-
gyun. Já os representantes 
da Coreia do Norte foram 
liderados pelo general-de

Segundo o Washington 
Post, agências de espiona-
gem dos EUA estão obser-
vando sinais de que a Coreia 
do Norte está produzindo 
novos mísseis balísticos 
intercontinentais em uma 
fábrica nos subúrbios de 
Pyongyang.
O importante jornal ameri-
cano publicou uma reporta-
gem em sua edição online 
de segunda-feira citando 
autoridades familiares com 
informações da inteligência.
Ele diz que fotos de satélite 
tiradas nas últimas semanas 
e outras evidências suge-
rem que “pelo menos um e 
possivelmente dois” mísseis 
balísticos intercontinentais 
de combustível líquido es-
tariam sendo desenvolvidos 
em uma fábrica em Sanum-
dong.
O jornal informa que a Co-
reia do Norte usou a mesma 

Península Coreana  (01/08/2018)

Coreia do Norte  (31/07/2018)

Duas Coreias elaboram 
plano para reduzir 
número de tropas em 
zona desmilitarizada

Imprensa dos EUA diz 
que Coreia do Norte 
estaria desenvolvendo 
novos mísseis balísticos 
intercontinentais

-brigada An Ik San.
Os países decidiram 
preparar um plano de 
desarmamento da área 
de segurança conjunta 
na zona desmilitarizada 
entre as duas Coreias. 
De acordo com Seul, o 
Comando das Nações 
Unidas será consultado 
sobre a ideia.
As nações também dis-
cutiram a possibilidade 
de escavar juntas os res-
tos mortais de soldados 
americanos que morre-
ram durante a Guerra da 
Coreia.
As duas Coreias plane-
jam continuar a realizar 
negociações de nível de 
trabalho para discutir o 
cronograma e como exe-
cutar o projeto.

fábrica no passado para 
produzir o Hwasong-15, 
um míssil balístico inter-
continental que acredita-
se ser capaz de atingir a 
costa leste dos EUA.
O presidente americano, 
Donald Trump, insiste 
que as negociações com 
a Coreia do Norte estão 
avançando bem, após 
seu encontro com o líder 
norte-coreano, Kim Jong 
Un.
Entretanto, a imprensa 
dos EUA está questio-
nando o comprometi-
mento de Pyongyang 
com a desnuclearização. 
Reportagens recentes 
dizem que a Coreia do 
Norte opera uma insta-
lação secreta nos subúr-
bios de Pyongyang para 
produção de armas com 
urânio enriquecido.

seus países vão trabalhar 
juntos pela desnucleariza-
ção da Coreia do Norte.
O lado japonês defendeu a 
manutenção das sanções da 
ONU contra Pyongyang até 
que o regime norte-coreano 
elimine por completo seus 
programas nuclear e de mís-
seis.
Kono e Onodera também 
pediram a cooperação da 
Rússia para solucionar o 
quanto antes a questão dos 
cidadãos japoneses seques-
trados por agentes norte-co-
reanos.

cerimônias.
O cineasta Takashi Yama-
zaki, por sua vez, será o 
encarregado das cerimônias 
olímpicas. Já o diretor de 
criação Hiroshi Sasaki será 
o responsável pelas cerimô-
nias paralímpicas.
A equipe deve decidir um 
conceito mútuo para as qua-
tro cerimônias. Eles também 
pensarão a respeito de histó-
rias originais e apresenta-
ções para cada cerimônia, 
além do design da pira olím-
pica e como ela será acesa.

mentar investimentos em 
cerca de 27 por cento. Gran-
de parte de tais gastos serão 
feitos na construção de ins-
talações para o desenvolvi-
mento de veículos de nova 
geração. Também se investi-
rá na produção de materiais 
usados em baterias.
Os investimentos de empre-
sas não manufatureiras de-

Unidos, Robert Lighthizer 
declarou na quarta-feira, que 
o presidente Trump o havia 
instruído a considerar um 
aumento nas planejadas ta-
rifas, dizendo que uma taxa-
ção de 25% seria aplicada à 
lista de produtos previamen-
te anunciada em 10 de julho.
Acrescentou que a admi-
nistração Trump continua a 
conclamar a China a parar 

vem crescer 18,5 por cento.
Parte dos gastos devem ser 
feitos na automatização de 
instalações de distribuição. 
Isso visa responder à cres-
cente demanda do setor de 
compras online.
Segundo um pesquisador 
sênior do banco, será ne-
cessário manter-se atento 
aos efeitos causados pelo 
protecionismo americano na 
indústria automobilística, já 
que este é o principal res-
ponsável pelo crescimento 
entre as fabricantes.

com suas práticas desones-
tas, abrir seu mercado e se 
engajar numa competição 
real de mercado.
Ele destacou que represen-
tantes do governo america-
no continuam dispostos a 
negociar com a China.
Contudo a mais recente me-
dida de Washington faz pa-
recer que não há sinais de 
uma rápida amenização dos 
atritos comerciais entre os 
dois países.
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